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ジャパンラグビー 2022 年度事業報告 概要 
 

 2022 年度における日本ラグビーフットボール協会事業について、ご報

告申し上げます。当協会は「ジャパンラグビー中期戦略計画 2021-2024」

の中で、2050 年をゴールとした⾧期目標として、Mission「ラグビーが世

界一身近にある国へ」、Vision「世界のラグビーをリードし、スポーツを

越えた社会変革の主体者となる」、Target「再びワールドカップを日本に

招致し、世界一になる」を掲げております。 

 2022 年度は、コロナ禍からの回復も予想される中において「ジャパン

ラグビー中期戦略計画 2021-2024」の成否を決める重要な１年と位置付

け、「協会刷新」「強化」「普及」「リーグ改革」「社会連携」という 5 つの

戦略領域に対して 8 つの目標と 15 のアクションプランを策定し、取り組

みを推進しました。 

「協会刷新」 速やかな意思決定を行うため組織改正を実施、事業遂行

責任者会を定例化するとともに、5 月に公表した人事戦略に合わせて人

事制度の刷新を進めました。全国都道府県協会理事⾧会議などを通して

ガバナンス強化にも取り組み、初受検となったスポーツ団体向けガバナ

ンスコード適合性審査においても、適合との評価をいただきました。広

報領域では、女子戦略の推進、デジタル専門チームの編成などを行いま

した。DX 領域では、ラグビーに関わるサービス全般を分類・体系化し、

各サービスの DX 化とデータ統合に向けた検討に着手しました。財務領

域では中期財務計画の下、各種ステークホルダーとのパートナーシップ

を推進するとともに、新規ファン層への視聴機会創出を強化した他、主

催大会の収支改善、基金制度の拡充、助成金の活用に取り組みました。ま

た、インテグリティ追求のため、アンチ・ドーピングに関わる取り組みを

推進、セーフガーディング推進ガイドも新たに策定しました。 

「強化」 カテゴリーごとの代表チーム強化を行うとともに、環境整備

の観点から、プレイヤーウェルフェアの推進やリーグワンとの連携に取

り組みました。ハイパフォーマンス支援のための体制整備を進め、強化

と育成の連携体制としてパスウェイの整備も進めました。 

「普及・育成」 各種研修会などを通して、指導者・レフリーの質と量の

向上に取り組みました。また、より安心安全にプレーを続けられる環境

や、ラグビー参画者を拡大するため教育プログラムの整備・拡充に努め

ました。 

「リーグ改革」 移行初年度のレビューから、さらに高品質のラグビー

サービスが提供できるよう、サポート体制の強化や人材育成にも取り組

みました。 

「社会連携」 国際連携活動を整理する中で、積極的な情報発信を行う

ための体制整備を進めました。また、さらなるファンエンゲージメント

事業を推進するため、ジャパンラグビーマーケティング株式会社を設立

しました。また、各カテゴリーの代表チーム及び普及活動の拠点（JAPAN 

BASE）を福岡に取得し、開所に向けた準備・整備を進めています。 

 アクションプランごとの事業報告の詳細及び各委員会と支部協会事業

活動については、次頁以降にまとめています。 
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2022 年度事業報告 

 

領域Ⅰ 協会刷新 
目標 1 抜本的に組織を見直し、理念実現のための強固な経営基盤をつくる 

目標 2 経営の安定化を図り、未来への投資を拡充させるための財務基盤を確保する 

目標 3 安全で、誠実なラグビーを通じてラグビー憲章を守る 
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目標 1 抜本的に組織を見直し、理念実現のための強固な経営基盤をつくる 

アクションプラン 1 組織基盤の強化 【COS/戦略計画推進室】 

事業計画 具体的施策 実績 

1.組織強化 ・組織規程と、それに関連する業務分掌、決裁権限、委員

会や会議体に関わる規程などを見直し、事業遂行部門に

よる遂行体制を強化する 

・アニュアルレポート（日英）の改善や、情報開示・発信

を強化すると同時に、情報管理の強化とルール作りを行

い、適時・適切な情報の発信を実現する 

・内部監査体制と機能の強化により、内部統制システムを

強化する 

 

・4/1 及び 7/1 付で組織改正を実施。事業遂行者

責任会を定例化し、定期的な意思決定機会とす

るとともに、他の会議体との役割整理を実施し

た。その後、JAPAN BASE 設置、女子ラグビー

強化に伴う組織改正を実施した 

・アニュアルレポートは発行できず 

・内部監査、職員アンケート、個別ヒアリングを

実施した 

2.人事戦略 

 

・人事戦略・人材育成計画を策定し、これに伴う必要な制

度変更を実行する 

・国際人材育成のため、JOC 国際人養成講座への参加や海

外研修・留学制度、教育支援制度のブラッシュアップを

実施する他、JOC の IF 派遣事業などの活用を検討する 

・職員と地域人材の育成のため、外部コンテンツを活用し

たスポーツマネジメント人材育成のためのプログラム

を導入する 

 

・2023 年度からの人事制度の改定に向けて、職員

説明、移行に伴うシステムその他の対応を実施

した 

・今年度は 1 名参加、2023 年度も 1 名の参加を

予定している 

・社外講師を招いた全職員研修を実施した。人材

育成プログラム導入には至らず 
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事業計画 具体的施策 実績 

3.ガバナンス強化 

 

・定期的な連絡会・全国都道府県理事⾧会議（年 2 回）を

実施し、支部協会・都道府県協会との一層のコミュニケ

ーションを行い、有機的な連携体制を構築する 

・都道府県協会ガバナンス強化事業を継続し、問い合わせ

対応（法務・財務）、ガバナンスコード評価支援、ガバナ

ンス関連研修の開催、都道府県協会運営資料の共有など

を行い、法人化やガバナンス強化の支援を行う 

・適合性審査に向けて、支部協会と連携した規程の制定・

改訂など、必要な対応を実施する 

 

 

 

・全国都道府県理事⾧会議を 7 月（対面）と 12 月

（オンライン）に開催、連携強化の一助とした 

・理事⾧会議や研修会などにおいて、コンプライ

アンス関連の報告を行うとともに、ガバナンス

関連のアンケートを活用して、法人化支援を実

施した 

・スポーツ団体向けガバナンスコードについて

は、10 月に自己説明を実施、適合性審査につい

ても 2 月に適合との結果を受領した 

4.国際戦略 

 

・国際戦略の検討及び遂行体制を再検討し、整備する 

・セブンズウイメンズシリーズの新規フォーマットの情報

をキャッチアップし、ホスト獲得の可能性を検討し決定

する 

・ワールドラグビー幹部の来日が実現。再招致活

動を含めた、現在と今後の日本協会の取り組み

について意見交換。非常にポジティブなフィー

ドバックあり 

・ストラテジーアドバイザーと定期的な会議を開

催し、ワールドラグビー関連の情報を収集する

とともに、今後の戦略検討を行った 
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アクションプラン 2 コミュニケーションの強化 【CEO/広報室】 

事業計画 具体的施策 実績 

1.各種取り組みに関するコミュニ

ケーション計画の策定及び成果

のレビューの徹底 

・女子代表 W 杯出場に伴う広報強化施策（人員体制強化、

オウンドメディア発信拡充、女子専用デジタルプラット

フォームの構築）を実施する 

・リーグワンとの広報連携体制の構築と RWC2023 へ向け

た機運醸成策を展開する 

・女子代表戦のメディアオペレーション、チーム

広報活動を積極展開した 

・対面・公開・個別の対応を増やすことなどを通

して、RWC2023 取材促進に繋げた 

2.英語によるメディア対応・情報

発信の拡充 

・ジャパンラグビーの動向が恒常的に海外で報道されるた

めのリリース・オペレーション（会見・取材対応など）

の強化を図る  

・ワールドラグビー広報との日常連携を行ったこ

とで、良好な取材機会が増えた。外国人メディ

アリエゾンを活用し、円滑なメディアリレーシ

ョンが実現された 

 

3.デジタル専門チームの編成、効

果測定の強化 

・WEB マスターを配置するなど、公式ホームページ（日

英）の改善を進める 

・日本代表ビデオグラファーの配置や外部専門家の活用

（デザイン、データ分析など）を通じて、動画オリジナ

ルコンテンツの定期配信を開始する 

・HP 事業者とのミーティングを定例化し、細か

な改善策を実施した 

・人材と機材の積極登用・活用により、動画配信

本数、チャンネル登録者も大きく増加した 

4.外部メディアへの継続的な取材

機会の提供 

・写真動画素材の保管・提供サービスの最適化を図る 

・メディアツアーの企画実施などを通して、マスメディア

リレーションズの強化を図る  

・報道関係者向けサービスの改善・整備を実施し

た 

・メディアツアーを実施し、ネットワークの拡大

を図った 
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アクションプラン 3 システム・データ活用の最大化 【CEO/戦略計画推進室】 

事業計画 具体的施策 実績 

1.全体アーキテクチャー設計と実

装 

・ラグビー界の DX 化を推進するため、全体アーキテクチ

ャーを検討する 

・ID 統合（1 個人 1ID 化）によるシングルサインオンを導

入する（2022 年度は「見る人」レイヤーの ID 統合を実

施し 2023 年度以降は「する人」「支える人」の ID 統合

を目指す）  

・ファン・選手・関係者などの ID 共通化に向け

た全体構想の取りまとめを行った 

・ID 統合に関する要件定義を完了し、設計・開発

がスタートした。2023 年度上期リリース予定 

2.各サービスの DX 化 ・ラグビーに関わるサービスを分類・体系化し、2024 年度

末までに各サービスの DX 化とデータ統合の実現を目指

す 

(1)プレイヤーズ DX（選手、マッチオフィシャル、関係

者などの DX 化）2024 年度本格稼働に向け、規約の整

理やあるべき姿について検討する 

(2)ゲーム DX（大会運営の DX 化）2024 年度本格稼働に

向け、大会運営システムの現行課題、業務フローにつ

いて整理検討する 

(3)スタジアム観戦 DX（スタジアム観戦体験の DX 化）

チケット購入に関する UI 改善、UX 向上を行う  

・新チケットプラットフォームについて要件定義

が完了、2023 年度下期リリース予定。 

・チケットラグビーの購買データが月次連携から

週次連携となり、あわせて UI の改善を行った。 
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事業計画 具体的施策 実績  
(4)コミュニティ DX（MD、映像配信などの試合観戦以

外のサービスの DX 化）統合 EC サイトの構築、映像

配信事業モデルの検討を行う 

(5)ハイパフォーマンス DX（ハイパフォーマンスデータ

の DX 化）2024 年度本格稼働に向け、トップレベルの

パフォーマンスデータの統合管理を検討する 

(6)スポーツウェルフェア DX（メディカルデータなどの

DX 化）2024 年度本格稼働に向け、データ統合管理の

検討を行う 

(7)オフィス DX（各業務の DX 化） 

  

 

3.トータルデジタルマーケティン

グの実現 

・データを活用したマーケティングを行うための環境の整

備とマーケティング活動を展開する 

(1)データ活用（データドリブン）と、データによる業務

支援 

(2)UX デザイン 

(3)VOC（ヴォイスオブカスタマー）に基づく改善、アッ

プデートの仕組みづくり 

  

・体制整備・検討の結果、本事業はジャパンラ

グビーマーケティングに移管した。運用計

画・体制整備が実施されている 
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目標 2 経営の安定化を図り、未来への投資を拡充させるための財務基盤を確保する 

アクションプラン 4 既存事業の価値最大化と収益機会の多様化 【CMO/マーケティング部門・メディア事業部門】 

事業計画 具体的施策 実績 

1.マーケティング計画推進のため

の体制強化（各種ステークホルダ

ーとのパートナーシップ推進） 

・関係団体や支部協会との協業や広告代理店との連携強化

を通して、既存協賛社とのリレーション強化と新規協賛

社の獲得を図る 

 

 

 

 

・RWC2023 の機運醸成を目的とした組織横断プ

ロジェクトを展開、日本代表パートナーミーテ

ィングを実施した 

2.日本代表スポンサー/各種大会

スポンサーの獲得（日本ラグビー

のドライバーである日本代表マ

ーケティングプログラムを軸と

したコマーシャル収入最大化、各

スポンサーニーズを反映した企

画開発とセールスの向上） 

 

 

  

・新設マーケティングプログラムによるセールスを拡大

し、新規スポンサーの獲得とアクティベーション機会の

創出を図る 

・ウィズコロナに対応し、セールス方法を改善し、大会ス

ポンサーの確保や新設大会の検討を行う 

・新規日本代表スポンサー3 社獲得 

・新設のエクストラマッチにおいても新規冠パー

トナーとの新機軸を構築した他、女子、高校生、

タグラグビーなど普及系大会などにおいても

新規パートナーを獲得した 
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事業計画 具体的施策 実績 

3.日本代表戦を中心とした地上波

放送本数の増加と新規ファン層

への視聴機会創出の強化（放送・

配信権） 

・放送、配信業界の環境変化に対応したメディア戦略を設

計する 

・視聴ターゲットに即した新規パートナーシップの更なる

関係構築を図り、日本代表戦を中心とした PV の拡大に

よる体験型視聴機会の推進を行う 

 

・22 年の日本代表戦全戦の地上波全国放送を実

現した。 

・放送権契約を更新するとともに、各カテゴリー

の権利とパートナー設定のため放送局、配信局

との協議を実施した 

・PV 実現に向けた対応を行うとともに、配信プ

ラットフォームのローンチに向けた準備に着

手した 

4.戦略コミュニケーションの強化

による F1 や Teen 層への積極的

なアプローチ、仕掛けの創出（フ

ァンエンゲージメント）  

・RWC2023 でのファンエンゲージメントの最大値を目指

した戦略コミュニケーションの設計、運用体制の強化、

顧客ニーズ基点での SNS 発信の拡大を図る  

・JAPAN RUGBY TV でのインサイドストーリ

ーを開始、「JAPAN RUGBY APP」を開発、

JAPAN RUGBY AUTUMN FEST 2022 など新

たなファンエンゲージメントに着手、また公

式 SNS フォロワー数も Twitter、Instagram、

JAPAN RUGBY TV で増加 

5.日本ラグビーのブランディング

推進（各種大会やコンテンツのリ

ブランディング） 

・ブレイブブロッサムズに次ぐ、女子 15 人制と男女 7 人

制代表の大会と連動したリブランディングの強化を図

る 

・新規 VI やブランディング動画、大会特設 PF などの制作

を全国大学選手権、全国高校大会、太陽生命 WSS、各普

及大会などを対象に展開する 

 

・女子代表 4 連戦を包括したブランディングコミ

ュニケーションを展開、女子初のキャップ授与

式を行った 

・JAPAN WOMENS RUGBY をローンチした他、

HANAZONO LIVE サイトのリニューアルな

ど、コンテンツ強化を図った 
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アクションプラン 5 既存意識を超えた新たな分野への挑戦 【CMO/大会運営部門】 

事業計画 具体的施策 実績 

1.男子 15 人制日本代表戦における

獲得収益の最大化 

・国際大会における日本代表チーム強化による注目度の向

上に繋げるため、国際基準の競技運営を遂行し、世界大

会の運営水準を参考にしながらお客様の新規来場、リピ

ート率向上につながるサービス水準（ホスピタリティ、

会場演出など）の向上を図る 

・試合会場での飲食事業展開による収益獲得を目指す（テ

ストマッチ 1 試合収益 50 万円） 

・オールブラックス戦では多くのお客様をお迎え

し、質の高いサービスを提供することができ

た。興行収支バランス、費用対効果の面では一

部課題も残った 

・事業展開できる会場で実施、想定以上の収益を

あげることができた 

2.収益改善に繋げるための女子 7

人制国内大会における会場運営

体制、運営水準の向上 

・国際大会における競技者強化による注目度の向上に繋げ

るため、国際基準の競技運営を遂行すべく、運営水準を

向上させる 

・スポンサーニーズの取り込み、さらなる期待値向上につ

ながる来場者サービス水準（ホスピタリティ、会場演出

など）の向上を図る 

 

・運営概要、現業業務の内容を整理、今後の発展

に向けたベースを構築した。今後に向けて女子

委員会関係者、チームとも協議を進めている 

・大会・チーム関係者との意見を集約、今後の会

場選定など活用する 

3.収入獲得に向けた女子 15 人制国

内大会の大会設計の見直し 

・全国女子選手権において日本一のチームを決定する場に

見合い、スポンサーや外部ステークホルダーの支援取り

込みにつながる競技運営、会場運営のサービス水準の向

上を図る 

 

・将来的な収支改善に向けた施策として、入場券

有料化を実施、最終的に予想を超える成果が得

られた。今後の継続も検討したい 
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事業計画 具体的施策 実績 

4.各大会における収益改善を見越

した大会全体の水準向上ができ

うるマネジャー人材の育成 

・国際水準の競技運営を基礎する知見を共有するととも

に、ワールドラグビーのマッチコミッショナー養成プロ

グラムを国内に導入し、大会開催時に国際水準の競技運

営が容易に遂行でき、ステークホルダーへの付加価値を

提供するサービス事業を展開するための人材育成、体制

構築を図る 

・他競技、他興行からの知見獲得と有益な取り組みのラグ

ビーへの転化を図り、国内大会レベルで対応できるマッ

チマネジャー4 名、ベニューマネジャー4 名を育成する 

 

 

 

・ワールドラグビーのマッチコミッショナーコー

スを 3 名が受講した。リーグワンのマッチコミ

ッショナー候補として 2 名が研修を受けている 

・年間を通した取り組みにより、マッチマネジャ

ー経験者 2 名、ベニューマネジャー経験者は 5

名となった 
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アクションプラン 6 非イベント収入機会の確保と強化 【COS/業務推進部門・総務部門】 

事業計画 具体的施策 実績 

1.日本協会基金制度の発展 ・対価・特典の設計、寄付金用途の整備、日本協会メンバ

ーズクラブ、スクラムジャパンプログラムとの連携を図

りながら、制度の見直しを検討する 

・寄付者、及び寄付実績者への協会活動報告とし

て、基金通信を定期配信。寄付件数は前年比微

減であったが寄付額は前年を上回る結果とな

った 

 

2.国・自治体・スポーツ管理団体と

の事業連携 

・国・自治体への要件・要望に関する集約・渉外調整（代

表活動、普及活動など）を行う 

・ラグビー関連の助成事業の計画整理を進め、ラグビー関

連の助成・公募事業（委託事業、助成金・交付金事業）

の獲得に繋げる 

・自治体連携協議会（自治体ワンチーム）と連携を図り、

協力団体向けラグビープロモーション連携として、各種

ツールの整備（告知物、リーフレット、プロパティ活用、

報告書など）を行う 

・RWC 再招致に向けた計画化と基盤整備など、必要とな

る準備活動に着手する 

・連携プラットフォームを通じた日本協会、リー

グワンなどの連携事業「未就学児向けラグビー

キャラバン」を横浜市、高知県で実施 

・地域普及担当者（RDO）を中心に自治体、地域

協会をつないだ地域振興事業を実施。ラグビー

体験事業（京都市６回、笠間市１回）タグフッ

ク拠点事業 （神戸市×兵庫県協会）放課後ラグ

ビープロジェクト（全国 5 ヶ所） 

・日本代表戦パブリックビューイングモデル実施

として、釜石市、横浜市、静岡県にて開催 

・男女テストマッチにおける大会周知・チケット

販売促進加盟自治体住民向け HP や職員向け庁

内イントラネットなどで大会 PR を実施。43 自

治体が協力 
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事業計画 具体的施策 実績 

3.スクラムジャパンプログラム活

動の積極的推進 

・都道府県協会の普及育成における体制整備と事業の洗い

出しを通して、スクラムジャパンプログラム事業として

の社会的価値の整理と情報発信の強化を行う 

・新規会員獲得のための取り組みを継続的に実施

した 

・支部協会・都道府県協会の普及育成活動醸成と

したスクラムジャパンプログラム助成金公募

を計画実施 

・年度活動報告と会員企業間の交流機会として 4

年ぶりに協賛会員ミーティングを開催、スクラ

ムジャパンプログラムの認知度向上をテーマ

としたワークショップを実施した 

 

 

 

 

4.補助金・助成金活用のための体

制整備 

・中央省庁の補助金・助成金に対し、協会としての体制整

備（既存、新規事業の整理と確保）を行う 

・スポーツ庁「全国規模のスポーツイベントなど

の開催支援事業」への助成金申請より、主催大

会における感染症対策徹底に向けた事業費用

とした助成金を受給。執行と決算報告、及び清

算を行った 
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アクションプラン 7 財務計画・管理システムの強化 【CFO/財務部門】 

事業計画 具体的施策 実績 

1.中期収支計画の見直し ・各部門の前年度実績及び今年度進捗を踏まえて、中期収

支計画の見直し検討を行う 

・中期収支計画に沿った 2023 年度予算策定方針を検討・

提案する 

 

  

・各部門から収集した今期見込や、来期国際試合

などの事業計画を踏まえ、来期予算方針を策定

した 

2.予算管理・会計システムの改善 ・稟議申請及び経費申請の電子化推進による事務効率化を

図るとともに、予実管理の効率化を目指した新会計シス

テムについての情報収集を行い、導入可否を検討する 

 

  

・稟議申請、支払依頼などについて、電子化を実

施した 

3.資産運用・規定見直し ・関連規定の見直しと規定に沿った運用方針に関する提案

を行う 

・定期的に運用実績の報告を行う  

・関連規程の変更を行い、ガイドラインを設定し

た 

・金融商品について提案し、選定商品の購入及び

運用実績の報告を行った 

 

 

  



17 

 

目標 3 安全で、誠実なラグビーを通じてラグビー憲章を守る 

アクションプラン 8 ラグビーへの信頼を維持・確保 【COS/インテグリティ推進部門・テクニカルサービス部門】 

事業計画 具体的施策 実績 

1.コンプライアンス体制の強化 ・都道府県協会の体制を整備するとともに、リーグワンと

の連携を強化する 

・アンチ・ドーピングについて、啓発活動の展開と検査支

援を実施する 

・処分履歴のデータベースを整備し、適切な処分を実施す

る  

・都道府県協会へのサポート体制を強化するとと

もに、リーグワンとの薬物検査関連のサポート

を実施した 

・アンチ・ドーピング研修は各カテゴリーに対し

て実施した 

・弁護士と連携し、事案の整理と進捗確認を定期

的に実施、適切な処分を実施した 

 

2.インテグリティ推進活動の展開 ・研修体系を整備し、フェアプレーに関する発信・教育（未

成年カテゴリー向け、含むコアバリュー）を推進する 

・インテグリティ相談窓口の改善を図る（窓口体制の強化、

匿名対応） 

 

・セーフガーディング推進ガイドを策定、講習会

においてコアバリューとともに広く周知した 

・匿名対応を含む相談窓口の周知活動を展開した 

3.安全管理体制の再整備 ・KPI 評価プロセスを確立するとともに、メディカル体制

の見直しを行う。安全に関する情報提供については、外

部情報の取り込みも含めた再設計を行う 

 

・ラグビーファミリーへの選手登録の要請、スポ

ーツ安全保険への加入などの啓発を行う基本

方針を策定した 
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2022 年度事業報告 

 

領域Ⅱ 強 化 
 

目標 4 代表チームを支える環境を整備し、すべてのラグビー日本代表を戦略的に強化する 
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目標 4 代表チームを支える環境を整備し、すべてのラグビー日本代表を戦略的に強化する 

アクションプラン 9 選手の環境と価値を守る 【CRO/代表強化部門】 

事業計画 具体的施策 実績 

1.プレイヤーウェルフェアの推進 ・日本協会としてのプレイヤーウェルフェアの要件を整理

する 

・高校カテゴリーにおける日本協会主催大会での試合間隔

や試合数について検証する 

・主要チーム GM との意見交換を実施し、コンデ

ィショニングレストの影響度を検証した 

・全国大会において、48 時間以上の試合間隔を確

保できたケースが大幅に増加した 

 

 

2.リーグワンと連携した代表選手

派遣環境の整備 

・担当者を配置し、リーグワンと連携した国内カレンダー

の調整を行う 

・7 人制男子代表選手派遣の円滑化のため、リーグワンと

大会ルールや派遣方法の協議を実施する  

・リーグワン終了後、適切なタイミングで代表戦

シリーズに繋がるよう、カレンダー調整を実現

した 

・特別枠について検証を行うなど、整理を実施し

た 

 

3.選手データの収集を通じた選手

の身体特性の把握とデータ活用

の推進 

・ONE TAP や SCOT を活用し、情報システムの充実を図

る 

・SCOT システムの運用については、リーグワンや大学チ

ームと連携しながら日本協会としての判断を行う  

・代表 S&C コーチを主担当として課題整理を行

った 

・アンダーカテゴリーを含めて試験的にデータ取

得を行った 
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アクションプラン 10 多くの関係者・ファンが代表を支える環境の提供 【CMO/プロモーション部門】 

事業計画 具体的施策 実績 

1.日本代表戦の収益最大化 ・代表戦の平均単価 9,500 円以上、集客 30000 人以上/試

合（ティア 1 想定）を目指す 

・チケットラグビーシステムの改修を行い UI/UX の改善

を図る  

・2022 年度代表戦 5 試合平均単価 10,838 円、

総入場者数 172881 人 

・チケットラグビーについては、2023 年 10 月に

新システムをローンチ予定 

2.ラグビーファン ID を軸とした

ファンエンゲージメント 

・ラグビーファン ID を潜在・ライト・コア・熱狂と 4 つ

にカテゴライズし、継続的な情報発信を行い、各種事業

との連携を図る（ID 数目標 21 万人→23 万人）  

・2022 年度ラグビーファン ID 登録者数 約 22

万人。2023 年 5 月に統合 ID 化を視野に入れた

JAPAN RUGBY ID としてリニューアル 

 

 

3.代表特化型の JAPAN RUGBY 

SAKURA CLUB による代表ブ

ランディングの浸透 

・代表チケットの先行販売、代表協賛社アクティビティと

の連動を通して安定収入を獲得する 

・新規会員獲得に向けた施策を実施する（目標会員数

35000 人）  

・2022 年度会員 38168 人（プレミアム 5012 人、

レギュラー31916 人、ジュニア 1240 人） 

4.年間を通じたマーチャンダイジ

ング計画による収益強化 

・年間を通じた商品開発、ライセンシーの新規開拓を展開

し、MD 関連収入 800 万円を目指す 

  

・2022 年度 MD ロイヤリティ約 850 万円 
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アクションプラン 11 ハイパフォーマンス（HP）プログラムのさらなる強化 【CRO/ハイパフォーマンス部門】 

事業計画 具体的施策 実績 

1.HP 支援のための体制整備 ・組織体制（管理企画と専門分野）を確立する 

・拠点整備を図り、競技力向上のための施策を策定する（競

技力向上のために設置すべき HP 機能・施設検討、各カ

テゴリー代表強化、ユース育成、マッチオフィシャル養

成） 

  

・発掘へのアプローチ方法を修正、体制構築の足

掛かりとした 

・現状のシステムにユースも含めて、新たに導入

できるか検討を実施した 

2.強化と育成の連携体制 ・パスウェイを整備し、多角的な日本ラグビーの検討（情

報収集・発信、分析）を行う（年代に適したコーチング

教材の体系化と実地、ユース以下カテゴリーにおける競

技規則、コーチング、安全、プレー環境の調査） 

  

・ユース向けの教材内容を分析し、試験的に導入

するカテゴリーをユースと女子セブンズとす

べく調整を実施した 

3.スタッフ啓発・育成のための体

制づくり 

・各プログラム（計画）を策定する（コーチ、マネジメン

ト、評価システム構築と運用、ユースコーチ・リソース

コーチ制度の整理）  

・ユース担当者へのヒアリングと経緯説明を行っ

たが、遠征や大会などスケジュール都合もあ

り、期待通りのサンプル収集には至らなかった 
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2022 年度事業報告 

 

領域Ⅲ 普及・育成 
 

目標 5 誰でも、いつでも、どこでも楽しめるラグビー社会をつくる 
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目標 5 誰でも、いつでも、どこでも楽しめるラグビー社会をつくる 

アクションプラン 12 RWC2019 レガシーと普及環境の整備 【CRO/普及育成部門】 

事業計画 具体的施策 実績 

1.必要な資源（人材、拠点、資金、

情報）の質・量を高める 

・指導者・レフリーの質と量の向上を図るため、指導者養

成講習会・研修会を開催する 

・中高生のプレー機会を創出するため、活動拠点の整備を

行う 

・スクラムジャパンプログラムなどの財政基盤の強化によ

る資金獲得並びに都道府県別ポートフォリオの枠組み

を整備して活用につなげる 

 

・コーチ資格講習会の開催（スタートコーチ、C

級、B 級、A 級、S 級）有資格者 11828 人 

・女性を対象とした C 級コーチ講習会を開催（3

会場） 

・クラブチーム、合同チームを対象とした U19 フ

レンドリーエリアマッチセブンズを 11 月に開

催 

・地域協会の活動に対して、RDO が中心となり、

スクラムジャパンプログラムの助成金を活用 

 

2.全国の協会やクラブ、チームの

取り組みを支える 

・使いやすい情報コミュニケーションツールとして、新し

い普及育成の HP を中心とした情報発信に取り組む 

・RDO の発掘・採用・育成を中心にマネジメント人材の養

成と配置を行い、都道府県協会や自治体との連携強化や

リーグワンとの普及育成に関する共同体制を確立する 

 

・普及育成の関連事業をラグビーファミリーガイ

ド（普及育成 HP）や、Facebook などを活用し、

情報発信 

・RDO の新規採用 

・RWC2019 における 12 開催都市集合会議を開

催 
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事業計画 具体的施策 実績 

3.より安心安全にプレーを続けら

れる環境を整える 

・スクール（タグ・ミニ・ジュニア）ラグビーの拡充のた

め、日本協会主催大会の改善を図る 

・合同チーム、クラブチームを対象としたテストイベント

の実施などを通して、中高生のプレー環境の改革や女子

ラグビーの普及育成基盤づくりを行う 

・心と身体の安心・安全を目指して、他国や他競技の取り

組みなど、プレイヤーウェルフェアの情報を整理して発

信する 

（小学生） 

・FOR ALL ミニラグビーフレンドリーマッチ 

・SMBC カップ第 19 回全国小学生タグラグビー

大会 

（中学生） 

・太陽生命カップ 2022 第 13 回全国中学生大会 

・第 27 回全国ジュニア大会 

・放課後ラグビープログラム（5 会場） 

・ガールズラグビーチャレンジ（6 会場） 

・日本協会セーフガーディング推進ガイドの策定 

4.ラグビーの楽しさや価値をより

多くの人々に広める 

・ラグビー参画者を拡大すべく、性別や年齢、障がいなど

に関わらずラグビーを楽しめるプログラムと、学校と社

会における教育プログラムの整備を推進する 

・各国協会や政府機関、NGO とパートナーシップを強化

して、アジアンスクラムプロジェクトなどの国際協力プ

ログラムを推進する 

 

・ラグビー体験授業の開催（7 校） 

・ラグビーエンパワメントプロジェクト（6 回） 

・高校生マネジャー会議開催（1 回） 

・手話で楽しむ！みんなでラグビー体験会の開催

（2 会場） 

・アジア・オセアニア交流フェスタ 

・JICA 海外協力隊ラグビー隊員の紹介動画を 2 本

公開 

・JICA 海外協力隊経験者による出前講座の開催

（1 会場） 
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2022 年度事業報告 

 

領域Ⅳ リーグ改革 
 

目標 6 ラグビーファンが熱狂する舞台をつくる 
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目標 6 ラグビーファンが熱狂する舞台をつくる 

アクションプラン 13 ラグビーファンが熱狂する非日常空間の創造 【CEO/戦略計画推進室】 

事業計画 具体的施策 実績 

1.事業性の追求 ・会員組織運営、データに基づくチケッティング、再来場

意向を高める大会運営などを通して、リーグワンと代表

チームのブランド力を高める 

 

・ラグビーサービス分野における委託業務（マッ

チオフィシャル、メディカル、ジュディシャル、

サイティング、マッチコミッショナー）を中心

に業務提供を実施した 

 

 

 

2.社会性の向上 ・リーグ、地方自治体、都道府県協会などとの連携を深め

るとともに、各チームの社会事業を支援する 

 

 

 

・取り組み内容の検討に留まる。必要なレビュー

を実施し、来年度の課題としたい 

3.人と技術を育てる ・各種研修や講習について、リーグワンと合同開催するこ

とを通して、人材を育成する 

 

 

 

・研修については合同開催中であり、今後も連携

を深めたい 
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2022 年度事業報告 

 

領域Ⅴ 社会連携 
 

目標 7 ラグビーのチカラを使って、社会の役に立ち、世界を守る 

目標 8 ラグビーが起点となって日本に新しい産業をうみだす 
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目標 7 ラグビーのチカラを使って、社会の役に立ち、世界を守る 

アクションプラン 14 社会連携、国際連携のための体制確立 【COS/国際部門・普及育成部門】 

事業計画 具体的施策 実績 

1.SDGs,CSR 活動の継続実施のた

めの体制確保 

・既存の社会連携活動を整理し、事業としての推進が可

能な活動については、積極的な情報発信を行う 

 

 

・ラグビーエンパワメントプロジェクトを開催、

代表戦では「みんなでラグビーブース」を設置、

LGBTQ+への理解促進を図った 

 

 

2.国際貢献活動の継続と強化 ・既存の国際連携活動を整理し、事業としての推進が可能

な活動については、海外を含めた情報発信を行なうため

の体制を整備する  

・アジア・オセアニアラグビー交流フェスタを開

催した 

・トンガ復興についても募金などの対応を行った 

 

 

3.JOC などの関連団体や行政機関

との連携 

・JOC やスポーツ庁との連携を図り、国際協力体制を整

備する 

  

・外務省対日理解促進事業（JENESYS2022）に協

力 

・インドラグビー連盟関係者、インド車いすラグ

ビー関係者とインタラクション 

・秋の国際試合 JICA 協力隊とインドのローカル

ユニオンの視察プログラムを実施 
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目標 8 ラグビーが起点となって日本に新しい産業をうみだす 

アクションプラン 15 有形、無形のラグビー資産を社会や経済活動へ結びつける 【CEO/戦略計画推進室】 

事業計画 具体的施策 実績 

1.合同事業会社立ち上げに向けて ・ラグビー界が持つ諸権利の管理運用・保護保全を目的と

した合同事業会社 HD を、日本協会とリーグワンのとも

同出資で設立する 

・パートナー企業とともに、2 つの事業（ベニュー運営事

業 初期的にはナショナルトレーニングセンター事業

とデジタルファンエンゲージメント事業）を推進する

SPC を設立する 

 

 

・関係各社との調整・協議を進め、ジャパンラグ

ビーマーケティングを設立した 

2.ナショナルトレーニングセンタ

ー（福岡）の事業化に向けて 

・代表強化拠点としての受入体制を整備する 

(1)フェーズ A 工事などの円滑な実行 

(2)日本代表に相応しい環境（運動･リカバリー･食事･睡

眠･居住環境など）の整備 

(3)各カテゴリー（男子 15 人制、女子 15 人制、男子 7 人

制など）の代表合宿実施、レフリー・指導者向け合宿

の実施 

 

 

・福岡市、コカ・コーラとの重要契約を締結、そ

の後、施設取得後は改修工事を実施している 

・名称を JAPAN BASE とし、2023 年度の開所に

向けて準備を進めている 
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事業計画 具体的施策 実績 

 ・ホスピタリティ事業を展開する 

(1)サブグランドの市民利用の促進 

(2)クラブハウスを利用したホスピタリティサービスの

計画作成 

(3)サブグランド整備などフェーズ B 工事（人工芝･観客

席など）の準備 

・トレーニングデータ/医科学データを活用する 

(1)HP センターとしての事業内容の検討 

(2)クリニック併設に向けた検討 

 

・予約に関するルール化などを行い、グランドの

一時貸しを先行開始している 

・医科学データ活用については今後の課題である 

 

3.デジタルファンエンゲージメン

ト事業の事業化に向けて 

・データ基盤を整備し、日本協会・リーグワン・参加チー

ムとともに顧客 DB を開発、運用を開始する 

・サービス/アプリ・システムを展開する 

(1)スタジアム誘客に向けた、デジタルツールを活用した

プロモーション施策の実行 

(2)新チケッティング PF の構想策定 

(3)新スタジアム観戦体験の実現 

(4)日本協会・リーグワンの EC システム統合 

(5)動画コンテンツを活用した新サービス実現 

(6)ゲーミフィケーション事業の構想策定 

 

・モバイルアプリの正式リリースに向けて、内部

DMP 基盤の開発を行った。新チケッティング

PF、動画コンテンツを活用した新サービスにつ

いても要件定義は完了、開発に着手している 
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活動スケジュール 
 

競技運営委員会（大会運営部門） 

代表強化部門 男子 15 人制 

代表強化部門 男子 7 人制 

代表強化部門 女子 15 人制 

代表強化部門 女子 7 人制 
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競技運営委員会（大会運営部門） 

主催大会の実施要項の策定と競技運営、会場運営の計画設計を行い、円

滑な大会運営を行うと同時に競技者のみならず、内外ステークホルダ

ー、ファンの皆様へのサービス提供を行った 

 

大会運営部門 

1.国際試合 

(1)男子 15 人制 

・ジャパンラグビーチャリティーマッチ 2022（6 月 11 日秩父宮、8055

名、トンガ北部海底火山大規模噴火の影響による被災者救援、被災地域

の復興支援に対してのチャリティーマッチとして開催） 

 EMERGING BLOSSOMS31－12TONGA SAMURAI XV 

・リポビタン D チャレンジカップ 2022（6 月 18 日秩父宮、14448 名） 

 日本代表 34－15 ウルグアイ代表 

・リポビタン D チャレンジカップ 2022（6 月 25 日ミクニワールド、

11664 名） 

 日本代表 43－7 ウルグアイ代表 

・リポビタン D チャレンジカップ 2022（7 月 2 日豊田、24570 名） 

 日本代表 23－42 フランス代表 

・リポビタン D チャレンジカップ 2022（7 月 9 日国立、57011 名） 

 日本代表 15－20 フランス代表 

・アサヒスーパードライ JAPAN RUGBY CHALLENGE SERIES 2022

（10 月 1 日秩父宮、19279 名） 

 JAPAN XV22－34 オーストラリア A 

・アサヒスーパードライ JAPAN RUGBY CHALLENGE SERIES 2022

（10 月 8 日ベスト電器、8163 名） 

 JAPAN XV21－22 オーストラリア A 

・アサヒスーパードライ JAPAN RUGBY CHALLENGE SERIES 2022

（10 月 14 日ヨドコウ桜、12880 名） 

 JAPAN XV52－48 オーストラリア A 

・リポビタン D チャレンジカップ 2022（10 月 29 日国立、65188 名、

ラグビーワールドカップ 2019 日本大会を除く、日本代表戦国内開催の

歴代最多入場者数を更新） 

 日本代表 31－38 ニュージーランド代表 

 

(2)女子 15 人制 

・太陽生命 JAPAN RUGBY CHALLENGE SERIES 2022（7 月 24 日釜

石鵜住居、846 名） 

 日本代表 15－6 南アフリカ代表 

・太陽生命 JAPAN RUGBY CHALLENGE SERIES 2022（7 月 30 日熊

谷、1929 名） 

 日本代表 10－20 南アフリカ代表 

・太陽生命 JAPAN RUGBY CHALLENGE SERIES 2022（8 月 20 日エ

コパ、1117 名） 

 日本代表 22－57 アイルランド代表 

・太陽生命 JAPAN RUGBY CHALLENGE SERIES 2022（8 月 27 日秩

父宮、4569 名） 

 日本代表 29－10 アイルランド代表 
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2.太陽生命ウィメンズセブンズシリーズ 2022 

(1)第 1 戦 熊谷大会（4 月 23 日～24 日） 

 優勝 YOKOHAMA TKM 

(2)第 2 戦 静岡エコパ大会（5 月 14 日～15 日） 

 優勝東京山九フェニックスラグビークラブ 

(3)第 3 戦 鈴鹿大会（6 月 4 日～5 日） 

 優勝ながとブルーエンジェルス 

(4)第 4 戦 弘前大会（6 月 18 日～19 日） 

 優勝東京山九フェニックスラグビークラブ 

 年間優勝東京山九フェニックスラグビークラブ 

 

3.第 59 回全国大学選手権大会 

 14 チームによるトーナメント方式（11 月 19 日～1 月 8 日） 

 優勝帝京大学、準優勝早稲田大学 

 

4.第 73 回全国地区対抗大学大会 

 8 チームによるトーナメント方式（12 月 29 日～1 月 6 日瑞穂） 

 優勝東京学芸大学 

 

 

 

 

 

 

 

大学大会部門 

大学ラグビー全国大会の実施要項の協議、並びに大会発展のための施策

検討を行う部門会を開催 

 

国体部門 

(1)第 77 回栃木国体（10 月 2 日～6 日佐野） 

 少年の部   決勝 福岡県 18－17 大阪府 

 成年男子の部 決勝 三重県 24－19 広島県 

 女子の部   決勝 三重県 26－5 神奈川県 

(2)その他 

 第 78 回大会以降の開催県・開催地・県協会、及び日本スポーツ協会

と打合せを実施 

 

社会人部門 

(1)支部協会主催、各社会人リーグの普及・発展・強化のための施施策

検討・実施 

(2)社会人リーグ交流戦実施の検討 

(3)リーグワン創設に伴う、リーグと支部協会を含む日本協会との連携

（新規参入などの協議） 

 

クラブ大会部門 

(1)第 30 回全国クラブ大会（1 月 8 日～2 月 19 日熊谷・瑞穂・鶴見緑

地・久留米陸上）参加 12 チーム（関東 5、関西 4、九州３チーム）、

優勝ハーキュリーズ（東京都）、準優勝千里馬クラブ（大阪府） 

 



34 

 

(2)学生クラブ東西交流フェスティバル in 菅平 

 参加 14 チーム（関東 12、関西 2）、9 月 2 日～4 日、大会期間中、新

型コロナウイルス感染症の感染他にて 3 チームが交流戦辞退 

(3)第 21 回東西学生クラブ対抗試合（12 月 18 日熊谷） 

 決勝 早稲田大学 GWRC57－5 関西学院大学上ヶ原 

(4)クラブユース交流試合（兼クラブユース U19) 

 部員不足など、推薦チーム状況に鑑み開催中止 

(5)部門会 

 7 月 4 日、10 月 21 日（秩父宮及びオンライン）、2 月 4 日（愛知）に

て総務会開催 議事（各大会運営・日程・コロナ禍における大会概要協

議並びに三地域管下クラブ環境の情報交換など） 

 

高校大会部門 

1.高校大会・研修会 

(1)サニックスワールドラグビーユース交流大会 2022（4 月 28 日～5 月

5 日福岡） 

 男子（国内 12 チーム）、決勝 東海大仰星 68－21 京都成章 

(2)第 9 回全国高校 7 人制大会（7 月 16 日～18 日菅平） 

 カップ決勝 報徳学園 31－17 東福岡 

(3)第 18 回全国高等学校合同チーム大会（7 月 29～31 日菅平） 

(4)第 53 回全国高等専門学校大会（1 月 4 日～9 日神戸） 

 決勝 仙台高専（名取キャンパス）38－7 津山高専 

(5)第 102 回全国高等学校大会（12 月 27 日～1 月 7 日花園） 

 決勝 東福岡 41－10 報徳学園 

 

(6)第 14 回Ｕ18 合同チーム東西対抗（1 月 7 日花園） 

 U18 高校東軍 13－12U18 高校西軍 

(7)第 47 回高等学校指導者研修会（1 月 6 日～8 日東京文具共和会館） 

 講師 3 名、受講者 18 名 

(8)第 24 回全国高等学校選抜大会（3 月 24 日～31 日熊谷） 

 決勝 桐蔭学園 34－19 東福岡 

 

2.高校女子大会 

(1)サニックスワールドラグビーユース交流大会 2022（4 月 28 日～29

日福岡）女子（国内８チーム）関東学院六浦は出場辞退 

 決勝 追手門学院 29－5Brave Louve 

(2)第 12 回全国高等学校女子合同チームラグビー大会（7 月 29 日～31

日菅平） 

(3)第 6 回全国Ｕ18 女子セブンズ大会（10 月 22 日～23 日熊谷） 

 決勝 石見智翠館 19－12 佐賀工業 

(4)Ｕ18 花園女子ラグビー（12 月 27 日花園） 

 U18 西軍 7－0U18 東軍 
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代表強化部門 男子 15 人制 

事業計画 

(1)テストマッチ・プレマッチ、それに係わる強化キャンプを通じ、選手

層拡大と国際経験値の向上を図る 

(2)リーグワンとの連携し、国内シーズンスケジュールにおいて代表強化

に基づいた策定協力を進める 

(3)リーグワンの新たな枠組みの中で、選手育成方法についての検討、協

力体制を構築する 

(4)次世代の育成・強化策として、NDS（National Development Squad）

を再開し、2023 年 2027 年 RWC に向けた、選手発掘を進める（NDS

とは、将来日本代表に選出される可能性のある高いポテンシャルを持

った人材を招集し、日本代表のマインドセットを共有することで、将来

日本代表に選出された際にスムーズな合流を目指す取り組みのこと） 

 

男子 15 人制日本代表 

1.強化ポイント/目標 

(1)インテグリティ（規律厳守） 

(2)コロナ感染予防及び危機管理対策の徹底 

(3)プレイヤーウェルフェア 

(4)ティア 1/ティア 2 との継続的なマッチメイクによる代表強化の推進 

(5)ストレングス能力及びスピード力の向上 

(6)代表活動とリーグワンとの協力体制の整備 

(7)リーグワンと連携した、選手発掘・育成の推進（代表としてのマイン

ドセットと国際経験値向上） 

(8)RWC2027、RWC2031 を見据えた代表スタッフの育成 

(9)拠点を活用した強化の推進 

 

2.活動スケジュール 

(1)試合 

 6 月 25 日北九州 43－7 ウルグアイ代表 

 7 月 2 日豊田 23－42 フランス代表 

 7 月 9 日国立 15－20 フランス代表 

 10 月 1 日秩父宮 22－34 オーストラリア A 代表 

 10 月 8 日福岡 21－22 オーストラリア A 代表 

 10 月 15 日花園 52－48 オーストラリア A 代表 

 10 月 29 日国立 31－38 オールブラックス 

 11 月 12 日トウィッケナム 13－52 イングランド代表 

 11 月 20 日トゥールーズ 17－35 フランス代表 

(2)キャンプ 

 5 月 13 日～15 日、5 月 23 日～27 日、6 月 3 日～7 月 10 日、8 月 26

日～30 日、9 月 4 日～9 日、9 月 12 日～10 月 16 日、10 月 23 日～30 日 

(3)海外遠征 

 11 月 2 日～22 日（英国・フランス） 
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NDS（National Development Squad） 

1.強化ポイント/目標 

(1)インテグリティ（規律厳守） 

(2)コロナ感染予防及び危機管理対策の徹底 

(3)プレイヤーウェルフェア 

(4)ストレングス能力及びスピード力の向上 

(5)選手層のベース再構築と発掘 

(6)拠点を活用した強化の推進 

 

2.活動スケジュール 

(1)強化試合 

 6 月 11 日秩父宮 31－12 トンガサムライ XV 

 6 月 18 日秩父宮 34－15 ウルグアイ代表 

(2)キャンプ 

 6 月 3 日～19 日 

 

U20 日本代表 

1.活動スケジュール 

(1)キャンプ 

 2 月 1 日～5 日、2 月 12 日～17 日、3 月 6 日～11 日、3 月 26 日～30

日 

 

 

 

 

代表強化部門 男子 7 人制 

1.目標 

(1)World Rugby Sevens Series 2022 コアチームのステイタスを維持 

(2)第 19 回アジア競技大会（杭州）の金メダル獲得 

(3)Asia Rugby Sevens Series 総合優勝 

(4)World Rugby Sevens Series2023 上位（ベスト 8 以上）進出 

 

2.強化ポイント 

(1)フルタイム（専任契約）プログラム 

(2)SDS 及び代表活動 150 日以上で SC 強化・スキル強化を実施 

(3)世界的知見の導入（選手及びコーチ育成プログラムの実施） 

(4)スポーツ医科学サポートによるコンディショニングアップ（栄養、睡

眠、リカバリーなど） 

 

3.活動実績 

⑴World Rugby Sevens Series 2022 

（シンガポール大会、14 位） 

 4 月 9 日第 1 戦 日本代表 14－36 フランス代表 

 4 月 9 日第 2 戦 日本代表 7－38 アイルランド代表 

 4 月 9 日第 3 戦 日本代表 0－62 フィジー代表 

 4 月 10 日 9 位決定準々決勝 日本代表 10－12 ケニア代表 

 4 月 10 日 13 位戦準決勝 日本代表 24－21 スコットランド代表 

 4 月 10 日 13 位決定戦 日本代表 14－28 イングランド代表 
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（バンクーバー大会、15 位タイ） 

 4 月 16 日第 1 戦 日本代表 14－40 ニュージーランド代表 

 4 月 16 日第 2 戦 日本代表 10－35 サモア代表 

 4 月 16 日第 3 戦 日本代表 14－19 ウェールズ代表 

 4 月 17 日 9 位決定準々決勝 日本代表 5－29 カナダ代表 

 4 月 17 日 13 位決定準決勝 日本代表 12－33 アメリカ代表 

 

（トゥールーズ大会、13 位） 

 5 月 20 日第 1 戦 日本代表 5－43 アルゼンチン代表 

 5 月 20 日第 2 戦 日本代表 10－21 イングランド代表 

 5 月 21 日第 3 戦 日本代表 14－40 カナダ代表 

 5 月 21 日 9 位決定準々決勝 日本代表 0－40 南アフリカ代表 

 5 月 22 日 13 位決定準々決勝 日本代表 28－12 ケニア代表 

 5 月 22 日 13 位決定戦 日本代表 28－14 ウェールズ代表 

 

（ロンドン大会、14 位） 

 5 月 28 日第 1 戦 日本代表 15－33 サモア代表 

 5 月 28 日第 2 戦 日本代表 12－38 イングランド代表 

 5 月 28 日第 3 戦 日本代表 7－24 スコットランド代表 

 5 月 29 日 9 位決定準々決勝 日本代表 24－26 アメリカ代表 

 5 月 29 日 13 位決定準決勝 日本代表 14－5 ケニア代表 

 5 月 29 日 13 位決定戦 日本代表 19－26 カナダ代表 

 

 

 

（ロサンゼルス大会、14 位） 

 8 月 27 日第 1 戦 日本代表 0－61 オーストラリア代表 

 8 月 27 日第 2 戦 日本代表 33－0 スペイン代表 

 8 月 27 日第 3 戦 日本代表 12－34 アルゼンチン代表 

 8 月 28 日 9 位決定準々決勝 日本代表 15－36 イングランド代表 

 8 月 28 日 13 位決定準決勝 日本代表 26－19 カナダ代表 

 8 月 28 日 13 位決定戦 日本代表 0－26 南アフリカ代表 

 

⑵アジアラグビーセブンズシリーズ 

（Round1 タイ・バンコク、2 位） 

 10 月 22 日第 1 戦 日本代表 37－7 マレーシア代表 

 10 月 22 日第 2 戦 日本代表 12－7 韓国代表 

 10 月 23 日カップ準決勝 日本代表 19－5UAE 代表 

 10 月 23 日カップ決勝 日本代表 19－36 香港代表 

 

（Round2 韓国・仁川、7 位） 

 11 月 12 日第 1 戦 日本代表 31―0 マレーシア代表 

 11 月 12 日第 2 戦 日本代表 5－12 フィリピン代表 

 11 月 12 日第 3 戦 日本代表 19－43 韓国代表 

 11 月 13 日 5 位決定トーナメント 日本代表 10－31 中国代表 

 11 月 13 日 7 位決定戦 日本代表 33－5 マレーシア代表 

 

 

 

 



38 

 

（Round3 UAE・アルアイン、3 位） 

 11 月 26 日第 1 戦 日本代表 27－26 韓国代表 

 11 月 26 日第 2 戦 日本代表 19－12 フィリピン代表 

 11 月 26 日第 3 戦 日本代表 26－28UAE 代表 

 11 月 27 日カップ準決勝 日本代表 7－33 香港代表 

 11 月 27 日 3 位決定戦 日本代表 33－21 中国代表 

 

⑶World Rugby Sevens Series 2022-2023  

（ドバイ大会、15 位タイ） 

 12 月 2 日第 1 戦 日本代表 17－38 サモア代表 

 12 月 2 日第 2 戦 日本代表 7－43 アメリカ代表 

 12 月 2 日第 3 戦 日本代表 14－28 カナダ代表 

 12 月 3 日 9 位決定準々決勝 日本代表 5－45 インランド代表 

 12 月 3 日 13 位決定準決勝 日本代表 0－28 スペイン代表 

 

（ケープタウン大会、15 位タイ） 

 12 月 9 日第 1 戦 日本代表 5－19 アイルランド代表 

 12 月 10 日第 2 戦 日本代表 0－45 サモア代表 

 12 月 10 日第 3 戦 日本代表 5－33 ウルグアイ代表 

 12 月 11 日 9 位決定準々決勝 日本代表 5－40 スペイン代表 

 12 月 11 日 13 位決定準決勝 日本代表 14－31 カナダ代表 

 

 

 

 

（ハミルトン大会、15 位タイ） 

 1 月 21 日第 1 戦 日本代表 12－40 アメリカ代表 

 1 月 21 日第 2 戦 日本代表 24－19 ウルグアイ代表 

 1 月 21 日第 3 戦 日本代表 12－33 アイルランド代表 

 1 月 22 日 9 位決定準々決勝 日本代表 12－24 イングランド代表 

 1 月 22 日 13 位決定準決勝 日本代表 17－21 スペイン代表 

 

（シドニー大会、15 位タイ） 

 1 月 27 日第 1 戦 日本代表 17－19 フランス代表  

 1 月 28 日第 2 戦 日本代表 0－54 フィジー代表 

 1 月 28 日第 3 戦 日本代表 12－26 トンガ代表 

 1 月 29 日 9 位決定準々決勝 日本代表 12－19 アルゼンチン代表 

 1 月 29 日 13 位決定準決勝 日本代表 19－24 ウルグアイ代表 

 

（ロサンゼルス大会、14 位） 

 2 月 25 日第 1 戦 日本代表 0－50 フィジー代表 

 2 月 25 日第 2 戦 日本代表 10－24 オーストラリア代表 

 2 月 25 日第 3 戦 日本代表 7－5 ケニア代表 

 2 月 26 日 9 位決定準々決勝 日本代表 7－19 ウルグアイ代表 

 2 月 26 日 13 位決定準決勝 日本代表 24－19 チリ代表 

 2 月 26 日 13 位プレーオフ 日本代表 7－31 アメリカ合衆国代表 
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（バンクーバー大会、14 位） 

 3 月 3 日第 1 戦 日本代表 12－31 アルゼンチン代表 

 3 月 3 日第 2 戦 日本代表 12－40 南アフリカ代表 

 3 月 4 日第 3 戦 日本代表 5－46 フランス代表 

 3 月 4 日 9 位決定準々決勝 日本代表 7－14 ウルグアイ代表 

 3 月 5 日 13 位決定準決勝 日本代表 19－0 チリ代表 

 3 月 5 日 13 位決定戦 日本代表 5－17 南アフリカ代表 

 

⑷SDS 活動実績 

 6 月 22 日～7 月 4 日定山渓、7 月 13 日～20 日別府、7 月 21 日～23 日

熊谷、9 月 30 日～10 月 6 日読谷村、10 月 14 日～20 日熊谷、10 月 24 日

～30 日熊谷、11 月 4 日～10 日熊谷、11 月 25 日～28 日市原、12 月 20

日～23 日府中、1 月 8 日～15 日名護、2 月 4 日～7 日熊谷、2 月 13 日～

24 日アメリカ・チュラビスタ（アメリカ代表と合同合宿） 

 

・第 9 回北海道バーバリアンズ 7’s トーナメント大会（ピリカモシリ セ

ブンズラグビーシリーズ 2022、7 月 2 日～3 日）優勝 SDS RED、２位

SDS BLUE 

・男子セブンズ TID 発掘プロジェクト（9 月 16 日～18 日熊谷） 

・Thank you Tokyo！（Tokyo2020 開催 1 周年記念、10 月 16 日国立） 

・男子 7 人制ラグビー日本代表 vs フィジー代表戦スペシャルマッチ 

 

 

 

 

（エミレーツ・インビテーショナル・セブンズ、15 位タイ） 

 12 月 1 日第 1 戦 JAPAN SDS19－14ASM7S 

 12 月 1 日第 2 戦 JAPAN SDS19－27Bond University Bull Sharks 

 12 月 2 日第 3 戦 JAPAN SDS0－39Samurai RFC 

 12 月 3 日ボウル準々決勝 JAPAN SDS14－40SPAIN A 

 12 月 3 日シード準決勝 JAPAN SDS21－7Zimbabwe Cheetahs 

 

（LA インビテーションセブンズ、5 位） 

 2 月 24 日第 1 戦 JAPAN SDS7－31Canada Maple Leafs 

 2 月 24 日第 2 戦 JAPAN SDS19－7USA Falcons 

 2 月 24 日第 3 戦 JAPAN SDS0－20Seventise Rugby France 

 2 月 25 日第 4 戦 JAPAN SDS40–5Sacramento Eagles North Bay 

Warriors 

 2 月 25 日 5 位決定準決勝 JAPAN SDS27－7Pacific Nomads 

 2 月 25 日 5 位決定決勝 JAPAN SDS15－10Canada Maple Leafs 
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男子セブンズユースアカデミー 

1.目標 

(1)シニアアカデミー・SDS への選手の多数輩出 

(2)男子セブンズ代表合宿への多数の優秀選手の派遣 

 

2.強化ポイント 

(1)有能な選手の発掘と育成 

(2)強化育成プログラムによる一貫指導 

(3)ベーシックスキルの向上 

(4)SC 能力の向上 

(5)人間力の向上 

 

3.活動スケジュール 

⑴活動実績 

 男子セブンズユースアカデミーニュージーランド派遣（12 月 12 日～

19 日） ニュージーランド・オークランド男子セブンズユースアカデミ

ーに３名の選手を派遣、World School Sevens 2022 に参加 

（U18 男子 SDS 活動報告） 

 Coral Coast Sevens フィジー（コーラルコースト、プレート優勝） 

 1 月 12 日第 1 戦 JAPAN U18 SDS17－5Ralagi 7s 

 1 月 12 日第 2 戦 JAPAN U18 SDS17－22Dominion Brothers 

 1 月 13 日第 3 戦 JAPAN U18 SDS31－0SRS Nukuvura Youth 

 1 月 13 日準々決勝 JAPAN U18 SDS12－22Austorallia School Boys 

 1 月 14 日 5～8 位決定戦 JAPAN U18 SDS26－10Mamaqa Grassroots 

 1 月 14 日 5 位 6 位決定戦 JAPAN U18 SDS20－19Aj Pallets Ba River 

代表強化部門 女子 15 人制 

1.目標 

(1)海外遠征・テストマッチ勝利 

(2)RWC2021（プレイング 2022）トップ 8 以上 

(3)アジアラグビーチャンピオンシップ全勝優勝 

 

2.強化ポイント 

(1)中⾧期を見据えた選手発掘と若手育成 

(2)RWC2021（プレイング 2022）トップ 8 実現のためのマインドセット

の確立 

(3)ワールドスタンダードの S&C とカラダ作り 

(4)戦術戦略の落とし込み・理解の徹底によりパフォーマンスの向上 

(5)選手のラグビー理解の向上に伴うプログラムの提供 

 

3.活動スケジュール 

(1)キャンプ・遠征 

 4 月 18 日～5 月 13 日オーストラリア遠征、7 月 9 日～31 日強化・TID

合同合宿（釜石・熊谷）、8 月 10 日～29 日強化・TID 合同合宿（釜石・

袋井・東京）、9 月 10 日～15 日強化・TID 合同合宿（菅平）、9 月 15 日

～10 月 25 日ニュージーランド（RWC）遠征、2 月 11 日～12 日強化・

TID 合同合宿（熊谷）、2 月 18 日～19 日強化・TID 合同合宿（麗澤高校） 
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(2)国際試合・テストマッチ 

（テストシリーズ 2022） 

 5 月 1 日ボンド大学 日本代表 28－14 フィジー代表 

 5 月 6 日ウェストブルドッグメモリアルパーク 日本代表 24－10 オー

ストラリアバーバリアンズ（ノンキャップゲーム） 

 5 月 10 日ボンド大学 日本代表 12－10 オーストラリア代表 

 

（太陽生命ジャパンラグビーチャレンジシリーズ 2022） 

 7 月 24 日釜石鵜住居 日本代表 15－6 南アフリカ代表 

 7 月 30 日熊谷 日本代表 10－20 南アフリカ代表 

 8 月 20 日エコパ 日本代表 22－57 アイルランド代表 

 8 月 27 日秩父宮 日本代表 29－10 アイルランド代表 

 

（テストマッチ） 

 9 月 24 日イーデンパーク 日本代表 12－95 ニュージーランド代表 

 

（RWC2021 プレイング in 2022、9 位タイ） 

 10 月 9 日ノースイベントセンター 日本代表 5－41 カナダ代表 

 10 月 15 日ノースイベントセンター 日本代表 17－30 アメリカ代表 

 10 月 23 日ワイタケレスタジアム 日本代表 8－21 

（コロナ禍のため、９位以下の順位決定戦は行われず） 

 

 

 

 

15 人制 TID ユースチーム 

 

1.目的 

 2025 年以降の RWC などの国際舞台で戦える女子選手の発掘と育成。 

 

2.活動スケジュール 

 TID ユースキャンプ 6 月 22 日～25 日（国際武道大学）、2 月 17 日～

19 日（徳島） 
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代表強化部門 女子 7 人制 

1.目標 

(1)World Rugby Sevens Challenger Series 優勝及びコアチーム昇格 

(2)Rugby World Cup Sevens 2022 ベスト 8 

(3)第 19 回アジア競技大会（2022 杭州）の金メダル獲得 

(4)Asia Rugby Sevens Series 総合優勝 

(5)World Rugby Sevens Series 2023 上位（ベスト 8 以上）進出 

 

2.強化ポイント 

(1)競技別強化拠点（熊谷）集約型による集中強化 

(2)競技別強化拠点（熊谷）の更なる環境整備・機能強化 

(3)SDS 及び代表活動 200 日以上で S&C、スキル強化を実施 

(4)世界的知見の導入（選手及びコーチ育成プログラムの実施） 

(5)スポーツ医科学サポートによるコンディショニングアップ（栄養・睡

眠・リカバリー） 

 

3.活動スケジュール 

(1)キャンプ・遠征 

 4 月 5 日～10 日 SDS 合宿（熊谷）、4 月 17 日～21 日代表候補合宿（市

原）、4 月 28 日～5 月 2 日 SDS 合宿（熊谷）、4 月 21 日～5 月 3 日カナ

ダ遠征（ラングフォード）、5 月 19 日～25 日 SDS 合宿（熊谷）、6 月 11

日～23 日 SDS フランス遠征（フランス・マルクシ）、6 月 28 日～7 月 2

日 SDS 合宿（熊谷）、7 月 9 日～16 日 SDS 合宿（定山渓）、7 月 24 日～

30 日 SDS 合宿（熊谷）、8 月 4 日～17 日本代表チリ遠征（サンチアゴ）、

8 月 26 日～31 日代表候補合宿（市原）、9 月 1 日～13 日日本代表南アフ

リカ遠征（ケープタウン）、9 月 26 日～28 日 SDS 合宿（熊谷）、10 月 1

日～7 日 SDS 合宿（熊谷）、10 月 12 日～17 日 SDS 合宿（熊谷）、10 月

18 日～24 日日本代表タイ遠征（バンコク）、10 月 31 日～11 月 2 日 SDS

合宿（熊谷）、11 月 3 日～7 日 SDS 合宿（熊谷）、11 月 8 日～14 日日本

代表韓国遠征（仁川）、11 月 18 日～23 日 SDS UAE 遠征（ドバイ）、11

月 27 日～12 月 6 日日本代表 UAE 遠征（ドバイ）、12 月 6 日～13 日日

本代表南アフリカ遠征（ケープタウン）、12 月 19 日～23 日 SDS 合宿（熊

谷）、1 月 5 日～13 日 SDS 合宿（読谷村）、1 月 13 日～23 日日本代表ニ

ュージーランド遠征（ハミルトン）、1 月 23 日～30 日日本代表オースト

ラリア遠征（シドニー）、2 月 7 日～13 日 SDS 合宿（別府）、2 月 19 日

～25 日 SDS アメリカ遠征（ロスアンゼルス）、2 月 26 日～3 月 7 日日本

代表カナダ遠征（バンクーバー）、3 月 18 日～25 日 SDS 合宿（読谷村）、

3 月 26 日～4 月 3 日日本代表香港遠征 

 

4.国際大会・試合結果 

(1)Women's Sevens World Series 2022（4 月 30 日～5 月 1 日ラングフォ

ード大会、11 位） 

 日本代表 7－22 アイルランド代表 

 日本代表 5－41 フランス代表 

 日本代表 12－38 ブラジル代表 

 日本代表 7－29 イングランド代表 

 日本代表 45－0 メキシコ代表 

 

 



43 

 

(2)World Rugby Sevens Challenger Series 2022（8 月 13 日～14 日ケープ

タウン、優勝、World Rugby World Sevens Series 2022-2023 の昇格決定） 

 日本代表 44－5 メキシコ代表 

 日本代表 21－12 コロンビア代表 

 日本代表 26－5 カザフスタン代表 

 日本代表 31－0 ベルギー代表 

 日本代表 22－5 ケニア代表 

 日本代表 17－0 ポーランド代表 

 

(3)Rugby World Cup Sevens 2022（9 月 9 日～11 日、南アフリカ、9 位） 

 日本代表 7－36 フィジー代表 

 日本代表 14－12 南アフリカ代表 

 日本代表 19－10 ブラジル代表 

 日本代表 17－12 ポーランド代表 

 

(4)Asia Rugby Sevens Series 2022（総合 2 位） 

（タイ・バンコク大会、10 月 22 日～23 日、２位） 

 日本代表 53－0 フィリピン代表 

 日本代表 19－14 タイ代表 

 日本代表 33－7 カザフスタン代表 

 日本代表 14－7 香港代表 

 日本代表 17－21 中国代表 

 

 

 

（韓国仁川大会、11 月 12 日～13 日、１位） 

 日本代表 35－5 フィリピン代表 

 日本代表 46－0 マレーシア代表 

 日本代表 7－0 タイ代表 

 日本代表 43－0 カザフスタン代表 

 日本代表 19－14 中国代表 

 

（UAE・アルアイン大会、10 月 26 日～27 日、２位） 

 日本代表 57－0 マレーシア代表 

 日本代表 33－14 香港代表 

 日本代表 31－7 カザフスタン代表 

 日本代表 19－14 タイ代表 

 日本代表 14－21 中国代表 

 

(5)World Rugby World Sevens Series 2022-2023（総合 8 位） 

（ドバイ大会、12 月 2 日～3 日、10 位） 

 日本代表 14－33 フィジー代表 

 日本代表 24－31 アイルランド代表 

 日本代表 7－33 スペイン代表 

 日本代表 12－7 中国代表 

 日本代表 10－15 カナダ代表 
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（ケープタウン大会、12 月 9 日～10 日、11 位） 

 日本代表 14－19USA 代表 

 日本代表 12－26 フランス代表 

 日本代表 12－21 カナダ代表 

 日本代表 12－17 ブラジル代表 

 日本代表 15－5 南アフリカ代表 

 

（ハミルトン大会、1 月 21 日～22 日、6 位） 

 日本代表 14－26 オーストラリア代表 

 日本代表 12－26 フランス代表 

 日本代表 17－7 カナダ代表 

 日本代表 12－43 ニュージーランド代表 

 日本代表 19－12 フランス代表 

 日本代表 10－14 イングランド代表 

 

（シドニー大会、1 月 28 日～29 日、8 位） 

 日本代表 5－24 フランス代表 

 日本代表 55－0 パプアニューギニア代表 

 日本代表 12－33 ニュージーランド代表 

 日本代表 7－40 フィジー代表 

 日本代表 5－21 イングランド代表 

 

 

 

 

（バンクーバー大会、3 月 3 日～5 日、9 位） 

 日本代表 7－26 オーストラリア代表 

 日本代表 12－40 フランス代表 

 日本代表 17－12 スペイン代表 

 日本代表 43－0 コロンビア代表 

 日本代表 17－10 スペイン代表 

 

（香港大会、3 月 31～4 月 1 日、10 位） 

 日本代表 7－38 フランス代表 

 日本代表 17－26USA 代表 

 日本代表 14－10 スペイン代表 

 日本代表 29－0 ブラジル代表 

 日本代表 17－26 スペイン代表 
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女子セブンズユースアカデミー 

 

1.目標 

(1)ユースエリート選手の SDS へ多数輩出 

(2)女子セブンズ代表合宿などへの多数の優秀選手の派遣 

 

2.強化ポイント 

(1)有能な選手の発掘と育成 

(2)強化育成プログラムによる一貫指導 

(3)ベーシックスキルの向上 

(4)SC 能力の向上、人間力の向上 

 

3.活動スケジュール 

 4 月 8 日～10 日ジュニア強化合宿（別府）、5 月 20 日～22 日ジュニア

S&C 強化合宿（別府）、4 月 20 日～24 日太陽生命 WSS チャレンジチー

ムラウンド 1（熊谷、10 位）、5 月 11 日～15 日ラウンド 2（エコパ、10

位）、6 月 1 日～5 日ラウンド 3（鈴鹿、11 位）、6 月 15 日～19 日ラウン

ド 4（弘前、8 位）、8 月 13 日～15 日第 78 回女子セブンズユースアカデ

ミー（熊谷）、9 月 6 日～8 日第 79 回女子セブンズユースアカデミー（徳

島）、9 月 23 日～25 日第 80 回女子セブンズユースアカデミー（東京

NTC）、11 月 3 日～5 日第 81 回女子セブンズユースアカデミー（辰巳・

朝霞駐屯地）、11 月 25 日～27 日第 82 回女子セブンズユースアカデミー

（熊谷）、12 月 12 日～9 日ニュージーランド遠征 U18 ワールドスクール

セブンズ出場（オークランド）、2 月 24 日～26 日第 83 回女子セブンズユ

ースアカデミー（別府） 

4.ワールドスクールセブンズ試合結果 

 12 月 17 日第 1 戦 JAPAN SDS47－0Niue Fiti Pua 

 12 月 17 日第 2 戦 JAPAN SDS 5－5NZ Maori 

 12 月 17 日順位決定戦 JAPAN SDS24－12Rugby Vault 

 12 月 18 日準々決勝 JAPAN SDS26－12New Zealand 

 12 月 18 日準決勝 JAPAN SDS26－0 NZ Cavaliers 

 12 月 18 日決勝 JAPAN SDS24－19Australia 
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専門委員会・諮問委員会 

 

普及育成委員会（普及育成部門） 

安全対策委員会 

メディカル委員会 

アンチ・ドーピング委員会 

アスリート委員会 

女子委員会 

ハイパフォーマンス委員会 

ラグビー競技における脊髄損傷への再生医療適応プロジェクト 
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普及育成委員会（普及育成部門） 

1.コーチング部門 

(1)コーチ資格講習会の開催（新規取得者/開催数） 

 スタートコーチ（オンライン）1367 人、C 級 350 名/32 回、B 級 118

名/5 回、A 級 141 名/5 回、S 級 5 名/1 回 

(2)ブラッシュアップ研修会（資格更新者数） 

 スタートコーチ 333 名、スポーツ庁（B 級、A 級）70 名 

(3)コーチカンファレンスの開催 参加者 400 名 

(4)女性コーチ養成講習会の開催（新規取得者／開催数）55 名/3 回 

 

2.小学生部門 

(1)FOR ALL ミニラグビーフレンドリーマッチ（1 月 8 日秩父宮） 

(2)Mini Rugby Referee 講習会 

(3)全国小学生タグラグビー大会 SMBC カップ（2 月 25 日～26 日熊谷）、

参加 30 チーム 

(4)ミニラグビーコーチ研修会（3 月 12 日オンライン、参加者 388 名） 

 

3.中学生部門 

(1)ジュニアラグビーベースキャンプ（41 会場） 

(2)第 14 回全国中学生ラグビー大会太陽生命カップ（9 月 17 日～19 日水

戸市）参加男子 16 チーム、女子８チーム 

(3)第 29 回全国ジュニア大会（12 月 24 日～26 日江戸川区、江東区）、参

加男子 16 チーム、女子 4 チーム 

 

4.地域連携部門 

(1)全国一斉ラグビー体験の開催（4 月～6 月、参加者約 6500 名） 

(2)放課後ラグビー 

 開催 5 クラス・参加 113 名（山形県 21、盛岡市 17、和歌山県 27、岡

山県 16、沖縄県 32） 

(3)RWC2019 12 開催都市集合会議（10 月 23 日） 

(4)タグラグビー普及拠点事業 神戸クラスの開催 

 

5.教育部門 

(1)ラグビーエンパワメントプロジェクト（8 月 6 日～12 月 18 日、参加

者 17 名、高校生） 

(2)教員向けタグラグビー講習会（8 月 17 日東京、参加者 22 名） 

(3)ラグビー体験授業 

 茨城県笠間市立岩間第三小（6 月 24 日）、京都市立大宮小（9 月 9 日）、

京都市立嵐山小（10 月 25 日）、京都市立石田小（11 月 4 日）、京都市立

下鴨小（11 月 9 日）、京都市立音羽小（11 月 15 日）、京都市立向島藤の

木小（12 月 13 日） 

 

6.みんなでラグビー部門 

(1)高校生マネジャー会議（8 月 27 日東京、参加者 10 名） 

(2)手話で楽しむ！みんなでラグビー体験会（10 月 2 日東京、3 月 11 日

大阪、第 3 回は雨天中止） 
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7.国際協力部門 

(1)アジア・オセアニア交流フェスタ（1 月 21 日～22 日グローバルアリ

ーナ）アジア・オセアニア各国・地域 4 チーム、日本 4 チーム 

(2)JICA 海外協力隊ラグビー隊員紹介動画 2 本の公開、経験者による出

前講座の開催（1 会場） 

 

8.女子普及育成事業 

 ガールズラグビーチャレンジ（12 月 3 日～2 月 19 日） 6 会場（愛知

県、熊本県、山梨県、神奈川県、愛媛県、東京都）、参加者 286 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全対策委員会 

1.活動方針 

(1)重症事故の再発を防止し、重症事故撲滅を図るべく発生事故に対す

る調査・分析・研究を行い、対策を検討する 

(2)チーム責任者などに、重症事故撲滅及びインテグリティの意識付け

を行い、チーム内においてチームの責任者が事故撲滅の啓発活動の牽

引役を担い、自ら事故撲滅・安全推進活動を展開できる組織的なサポ

ートを実行する 

 

2.事業計画 

(1)委員会の開催 

 重症事故の速やかな対応・分析を図るとともに、各都道府県での安全

推進講習会の実施状況や次年度の重点項目を策定するため年間 4 回委員

会を開催 

(2)安全インテグリティ推進講習会 

 「重症事故の撲滅」と「安全なラグビーとインテグリティの追求」の

徹底を図る（マニュアルの作成と管理、オンライン講習 

(3)セーフティーアシスタント認定講習会 

 セーフティーアシスタントとしての新たな制度の運営を図る（オンラ

インでの講習会提供、認定証発行、認定者の管理、受講アンケートの集

計と改善対応） 

(4)連携 

 普及育成委員会、競技運営委員会などとの連携を一層強化し、外傷・

傷害の減少を図る 



49 

 

3.活動スケジュール 

(1)安全対策委員会（6 月、9 月、12 月、3 月） 

(2)安全対策講習会（各都道府県協会にて 6～8 月にかけて開催） 

(3)安全インテグリティ推進講習会（～2 月 28 日） 

(4)セーフティーアシスタント認定講習会 

(5)外傷障害対応マニュアル改訂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メディカル委員会 

(1)委員会・医事担当部門会議、三支部連絡協議会 

 メディカル委員会総会 3 月 18 日 TKP ガーデンシティ渋谷 

 三支部連絡協議会 12 月 30 日大阪新阪急ホテル 

(2)医務担当・日本協会主催試合（含むリーグワン） 

 リーグワンメディカルコントロール部会報告参照 

(3)各カテゴリー日本代表チームメディカル部門担当（含む海外遠征） 

 2022 年度代表チームメディカル報告参照 

(4)ラグビードクターカンファレンスの開催（2 月 4 日オリエンタルホテ

ル福岡） 

(5)World Rugby メディカルカンファレンスへの派遣 

 佐藤晴彦委員をアムステルダムに派遣（10 月 31 日～11 月 2 日） 

(6)World Rugby マッチデイドクター資格の取得推進 

 ICIR レベルⅡ更新講習会開催（11 月 26 日～27 日） 

(7)アジア協会主催試合へのマッチデイドクター派遣 

 コロナ禍のため派遣依頼・派遣実績ともになし 

(8)各種大会・試合の感染症対策ガイドライン、マニュアルの作成 

 

リーグワンメディカルコントロール部会報告 

1.リーグワンメディカルコントロール部会 

(1)日本協会メディカル委員会と連携し部会委員の人選（GRTP 変更を

受け、今季より佐藤晴彦先生に委員就任していただいた。D1、D2、

D3 より各々チームドクター連絡会代表、チーム Tr 連絡会代表を選

出） 
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(2)メディカル事案の事務担当者としてリーグワン/日本協会の方も参

入・人員交代あり 

(3)メディカルコントロールマニュアル策定・改定 

(4)コロナ対策策定・改定 

 

2.メディカルマネジャー（MED-M） 

 試合運営のメディカル事案責任者として MED-M を配備。人選は開催

地協会メディカル委員⾧に委ねる 

 

3.脳振盪対応及び MDD の配備作業 

 D1・D2 は HIA、D3 は R&R にて対応（ワールドラグビーの決定）

D1・D2 は 1 試合につき 2 名、D3 は 1 名の有資格ドクターをリーグワ

ンメディカルコントロール部会/日本協会メディカル委員会で人選し配

備 今後のラグビードクター育成目的に開催地協会メディカル委員⾧が

推薦する若手中堅クラスをサポートドクターとして配備してもよい

（ICIR/PHICIS の資格不問） 

 

4.CSx/SCRM の導入 

(1)HIA の評価ツールとして CSx をリーグワンに導入する（8 月、

SCRM に変更)なお、紙ベースでの運用も併用する 

(2)導入決定から開幕まで期間が短く、操作に習熟していない TD も多

くみられること、及び WiFi 環境やタブレットの不備なども考慮し、上

記のように紙媒体の運用も可とした 

 

 

5.多視点モニター 

 Hawk eye を導入、今季も Hawk eye オペレーターが帯同 

 

6.アシスタントチームドクター制度 

 TD 連絡代表とも十分に協議の上、ICIR/PHICIS レベル 2 以上の有資

格者に限りアシスタントチームドクターを導入することとなった。自チ

ームの HIA 評価を担当できる 

 

7.ホストチームに依頼するメディカル事案 

(1)観客対応 

 試合運営は基本的にホストチームが担当するため、観客対応は救護

室、救護スタッフ、物品も含めホストチームに策定及び運営を依頼 

(2)担架搬送スタッフ及び医務室の物品の準備・運用・管理はホストチ

ームに依頼 

 

8.各種報告書と提出先の策定 

 メディカルレポート、チーム用外傷障害報告書脳振盪報告書、段階的

復帰証明書 可能な限りデジタル化を図る。MDD チェックリストなど

は廃止 

 

9.外傷障害報告書 

 リーグワンメディカルコントロール部会内の外傷障害解析チームによ

る報告書のデジタル化 リーグワン 2021-2022 の外傷障害報告書を作成 
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10.脳振盪報告(リーグワン 2021-2022) 

 D1-3 合計で 150 試合、脳振盪確定症例 D1 は 51 件

（15.5/1,000PH）、D2 は 23 件（15.1/1,000PH）、D3 は 7 件

（5.8/1,000PH）、HIA-1Criteria1 D118 件、D210 件、HIA 対象総数

は 100 件 

 

11.メディカルコントロール部会（10 月 16 日） 

 変更点及びメディカルコントロールマニュアル説明、ドーピング関連

講義（赤間高雄先生）、HIA 運用及び SCRM 導入（チームメディカル向

け、山田睦雄先生）、コロナウイルス対策（堀野哲也先生）、GRTP 変更

と ICC（佐藤晴彦先生）D3 報告（吉川大輔先生） 

 

2022 年度代表チームメディカル報告 

1.代表カテゴリードクター 

 数名でチーム制を導入（地域性を考慮）選出に際しては原則として日

本協会メディカル委員⾧、三地域メディカル委員⾧に相談（最終判断は

チーム責任者・CRO との協議） 

(1)15 人制男子日本代表（中山光行 CRO、波多野マネジャー） 

 高森草平（横浜南共済病院整形外科） 

(2)男子 15 人制 NDS 

 高橋完靖（甲南医療センター整形外科、U20 より変更）、⾧谷川淳

（杏林大学整形外科、新任） 

(3)U20 日本代表（中山光行 CRO） 

 中谷創（自衛隊中央病院）2020 年よりアドバイザー永山正隆（順天

堂大学整形外科）西野雄一朗（⾧崎大学整形外科、新任） 

(4)高校日本代表（中山光行 CRO、竹山マネジャー） 

 白井之尋（岐阜市民病院）、田中寿典（東大阪医療センター、新任） 

(5)7 人制男女日本代表（中山光行 CRO、太田治ディレクター） 

 五反田清和（五反田整形外科病院）、田中誠人（大阪警察病院整形外

科）、和田崇子（さんふらわあクリニック）、大岩晋（赤羽東口病院） 

(6)15 人制女子日本代表（中山光行 CRO、浅見敬子副会⾧） 

 篠原靖司（立命館大学健康スポーツ学部）、望月智之（東京北医療セ

ンター整形外科、RWC 後に退任）、山下明浩（久留米大学整形外科、新

任） 

(7)コロナ禍のため上記ドクターが帯同不能の際、代理 TD として木島

和也（7 人制日本代表フィジー）にサポートいただいた 

・7 人制をサポートできるドクターの発掘・育成（徐々にチーム帯同

を） 

・他科のアドバイザリーボードについて 赤間先生（内科）、宇都宮先

生（歯科）、佐藤先生（脳神経外科）、東原先生（産婦人科）、堀野哲也

先生（感染症科） 

・ICIR/PHICIS レベル 2 以上の有資格者 

・海外帯同に関する医師保険加入（日本協会） 

 

2.国内キャンプ時の後方支援病院整備 

(1)各カテゴリーが国内でキャンプを行う際に三支部協会メディカル委

員⾧を通じて各都道府県協会メディカル委員⾧に後方支援病院体制の

整備を依頼（協会より委嘱状を発送） 

(2)仲介していただいた都道府県協会メディカル委員⾧、後方支援病院

に感謝の意を表して粗品進呈なども検討していただく 
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(3)早目の依頼をするためには早目のスケジュールを担当理事よりいた

だく（急な変更もあり） 

(4)対象範囲は 15 人制男女、ジュニア JAPAN/U20、高校代表。7 人制

は日本代表からシニアアカデミーまで 

 

3.代表チームドクターミーティング 

 今季は施行せず、2023 年度の開催を想定 

(1)物品、後方支援病院、JISS 利用についての手順のアナウンス 

(2)電子カルテ運用、記載の徹底、情報共有 

(3)代表チーム・TL の共通 MC 項目の構築（心エコー含む） 

(4)代表チームドクターに対して情報の帰属や管理についての誓約書 

 

4．共同研究 

 日本協会内に倫理委員会が発足 

 

5. 代表チーム医薬品について 

 従来、JISS に依頼し調達・保管していただいていたが、諸事情により

今後は不可能となった。日本協会と五反田病院と業務契約を締結し、男

女 7 人制、男女 15 人制、U20 日本代表、高校代表分の医薬品調達を依

頼 

 

 

 

 

 

メディカル委員会トレーナー部門 

 

1.セミナー・研修会開催 

(1)日本協会トレーナーセミナー（1 月 10 日～3 月 31 日、オンライン形

式、昨年度同様コロナ禍の状況を鑑み対面式開催を見送った 

(2)日本協会トレーナー研修会（2 月 12 日赤坂、参加者 104 名、スポー

ツ庁 AT 更新研修 66 名）「脳振盪を中心とした頭部外傷での現場の対

応について～評価方法，競技復帰の実際～」 頭部外傷の概論（脳振

盪と器質的脳外傷），頭頚部外傷に対する現場での対応方法（佐藤晴

彦、日本協会メディカル委員会）、脳振盪に対するリハビリテーショ

ンの考え方と評価方法（濱野武彦、日本協会メディカル委員会トレー

ナー部門委員）、脳振盪後のリハビリテーションの実際（滝田陽介、

日本協会メディカル委員会トレーナー部門委員） 

(3)日本協会トレーナー研修会（2 月 12 日新大阪、対面）スポーツ庁

AT 更新研修 「ラグビーにおける脳振盪の評価と RTP マネジメン

ト」（講師河本旭哉、神戸大学医学部附属病院・コベルコ神戸スティ

ーラーズチームドクター、久々知修平、日本協会メディカル委員会ト

レーナー部門委員・国立スポーツ科学センター、中本真也、emedy 

Conditioning・筑波大学大学院 
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(4)女子ラグビー選手に関わる方のためのトレーナー研修会（3 月 19 日

両国） 

・成⾧期における月経とそのコミュニケーションの取り方 

 窪麻由美（フィーカレディースクリニック）、宮崎善幸（女子 15 人制

日本代表・女子 7 人制日本代表ナショナルチームディレクター）、梅原

洸（関東学院六浦高等学校女子ラグビー部顧問） 

・RWC2021 報告 

 木村朱里（2022 年女子 15 人制日本代表チームトレーナー）、平松航

（2022 年女子 15 人制日本代表チーム S＆C コーチ、サントリーサンゴ

リアス S&C） 

・頭頚部外傷発生時の対応～もし指導者やトレーナー一人で対応する場

面になったら～ 服部惣一（亀田総合病院スポーツ医学科/ICIR インス

トラクター） 

 

2.スポーツ庁 AT 養成講習会受講推薦者結果（2022 年度） 

 リーグワン参加チーム及び昨年度推薦者を考慮し推薦者を選定した

（5 名応募→4 名推薦（日本協会→スポーツ庁）→受講受諾者 2 名） 

 

3.スポーツ庁 AT 養成講習会受講推薦者選定（2023 年度） 

 リーグワン参加チーム及びラグビー現場における活動実績を考慮し今

期推薦者を選定した（3 名応募→3 名推薦（日本協会→スポーツ庁）→

受講受諾結果は 5 月に通知予定） 

 

 

 

4.日本代表サポート 

 男子 15 人制日本代表 濱野武彦、7 人制日本代表 古舘昌宏、若林

重光、U20 日本代表 久々知修平、萩原章雄、高校日本代表 狩野祐

司、女子 15 人制日本代表 木村朱里 網田房子、TID 平井晴子、小

笹由紀子、7 人制日本代表/アカデミー 宇賀神奈央、松岡紗也香 

 

5.派遣（公募）事業 

(1)男子 15 人制代表トレーナー、7 人制代表トレーナー 

(2)女子 15 人制代表トレーナー、7 人制代表トレーナー 

(3)トンガチャリティーマッチ トンガチームトレーナー 

(4)NZ 代表コンディショニングサポート 

(5)オーストラリア A コンディショニングサポート 

(6)レッズコンディショニングサポート 

(7)南ア女子 15 人制代表コンディショニングサポート 

 

6.安全対策委員会連携事業 

 SA 認定講習会（オンライン）(石山) 
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アンチ･ドーピング委員会 

1.ドーピング検査事業 

(1)日本スポーツフェアネス推進機構が方針を決定し、日本アンチ･ドー

ピング機構（JADA）が計画実施する検査に協力した。ラグビーに関

わる競技会検査（20 回）へ、19 回の調整監視役(NF Representative)

を派遣した。派遣などに係る費用は toto 助成を活用した 

(2)JADA 及びワールドラグビーの居場所情報管理の対応についての指導

助言及び情報提供を行った 

(3)治療使用特例（TUE）申請手続きの指導助言を 1 件行った 

 

2.アンチ･ドーピング教育啓発活動 

(1）JADA のアンチ･ドーピング教育啓発活動と連携し、educator 研修

トライアルへの参加と承認 educator 候補の推薦を行った。日本代表

選手に対してはワールドラグビーの指示による教育プログラムを実施

した。研修開催に関する諸費用は toto 助成を活用した 

(2)各日本代表（男女）、リーグワン各チーム、三地域大学リーグ上位校

及び全国大学選手権出場校に対して情報提供と関連資料の送付を行っ

た。三地域大学リーグ上位校（関東対抗戦 8 校、関東リーグ戦 8 校、

関西大学 A リーグ 8 校、九州大学リーグⅠ部 8 校）にアンチ･ドーピ

ング研修会を調整し実施した。 

(3)ジュニア世代（中学生、高校生）を対象に全国大会試合会場にてア

ウトリーチプログラムなどを計画していたが、コロナ禍のため実施を

見送った 

(4)国内開催試合でのアンチ・ドーピング啓発活動はコロナ禍のため、

実施を見合わせた 

(5)コロナ禍に応じたニューノーマルなアウトリーチプログラムとし

て、アバターを通した教育資材・プログラムの開発を検討した 

(6)ラグビー関係者からの禁止物質に関する問い合わせに対応した。二

次元バーコード・電子問い合わせフォームを構築し、問い合わせが簡

便にできるよう工夫し、競技者などからの問い合わせ（医薬品４件）

に対応した 

(7)研修会で使用するアンチ･ドーピング確認テストを toto 助成により作

成し実施した 

(8)協会ホームページなどでアンチ･ドーピングへの取組、情報などを発

信した 

(9)アンチ･ドーピング教育活動者への研修など JADA からの情報を提供

した 

(10)「安全･インテグリティ推進講習会」のスライドにて、全チームの

代表者に対して、アンチ･ドーピングの基本的事項の情報を伝達した 

(11)安全・インテグリティ推進、アンチ・ドーピング啓発及びアスリー

トの健康の観点より、委員会委員の薬剤師による専門性を生かした資

料作成を行った 

(12)日本薬剤師会学術大会及び日本臨床スポーツ医学会にてアンチ・ド

ーピング活動の学会発表を行った。日本フットボール学会の和文誌

「フットボールの科学 Vol.18 2023」へ論文を寄稿した 

(13)ワールドラグビーの研究助成申請を行った 
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アスリート委員会 

1.委員会（2 月 21 日） 

 アスリートファースト（プレイヤーズファースト）の理念の実現に向

けた活動を基本方針とし、全ての国民、特にラグビー競技者、指導者、保

護者並びにラグビーをする、見る、支えることを希望する将来を担う子

供たちに向けてラグビーへの信頼を維持・確保する。そのため、本委員会

委員を通じて選手の意見をくみ上げ、組織運営に反映させる取り組みを

実施していくことを共有、重点課題についてディスカッションを行った 

 

(1)安全推進 

 「するスポーツ」として定着させることを目指す。安全対策の徹底によ

り、ラグビーが安全なスポーツであるというイメージの定着を図る必要

があることを議論 

(2)安全対策の責任者の質的改善 

 代表以外に各カテゴリーにおける安全管理プロセスの確立。日本発で

世界をリードするような安全管理プロセスの実現を目指す。特に脳振盪

問題に関しての課題解決策を創出し、他部門と連携し実践することを共

有（安全対策委員会、脳振盪作業部会、高校体育連盟ラグビー専門部、普

及育成部門、技術部門、女子委員会他との連携） 

(3)インテグリティ教育の実践 

 選手の環境と価値を守るため、インテグリティ教育コンテンツの充実

と継続した教育による、指導者、選手の理解の深化。インテグリティ事案

発生時の原因の把握（リーグワン、インテグリティ推進部門、女子委員会

他との連携） 

 脳振盪問題についての現状説明を実施し、脳振盪問題の改善策、子供

達、選手、指導者、保護者へのアプローチについて議論した 

 

2.脳振盪作業部会との連携協議 

 アスリート委員会から脳振盪問題などの考え方を提議した 

 

3.施設環境整備プロジェクト委員会との連携協議 

 アスリートの目線から新秩父宮ラグビー場（仮称）における施設環境

整備について協議した 

 

４.女子委員会との連携協議 

 第 2 回アスリート委員会に女子委員会委員⾧が参加していただき、女

子大会日程などについて議論した 
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女子委員会 

女子ラグビー発展のために、女性の地位向上、ジェンダー平等を目指し、

女性が活躍し、⾧くラグビーに関われる環境を整える 

 

1.情報発信 

 広報部門、プロモーション部門との連携し、女性の様々なカテゴリー

での活躍や情報をしっかりと発信する 

 

2.普及基盤整備 

 普及育成部門、ユース委員会、大会運営部門と連携し、女子競技者の増

加を図るとともに各カテゴリーの大会の整備やユースキャンプの実施に

より、選手、指導者、レフリーなどの育成環境を整える 

(1)第９回大学女子 7 人制交流大会（7 月 16 日～17 日立正大学） 

(2)第 5 回全国 U18 セブンズ大会（10 月 23 日～24 日熊谷） 

(3)U18 女子花園エキジビションマッチ（12 月 27 日花園） 

(4)第９回大学女子 7 人制交流大会（7 月 16 日～17 日立正大学） 

(5)太陽生命ウィメンズセブンズシリーズ 2023 入替戦（3 月 25 日～26 日

エコパ） 

(6)女子育成強化プログラム 

（北海道ブロック）5 月 1 日札幌ドーム、9 月 21 日東光スポーツ公園、

10 月 15 日定山渓 

（東海ブロック）5 月 21 日四日市メリノール学院、6 月 21 日エコパ、7

月 25 日浜松工業高校 

 

（近畿ブロック）6 月 25 日～26 日摂津高校、7 月 28 日～31 日菅平 

（四国ブロック）6 月 18 日、７月９日鳴門渦潮高校 

（九州ブロック）2 月 12 日沖縄県総合運動公園 

 

3.女性の活躍とジェンダー平等の推進 

 各委員会・部門との連携を徹底し、女子ラグビーの発展、女性の活躍推

進、ジェンダー平等を進める。また、委員会や講習会、大会などにおいて

関わっていただける女性の数を増やす 

 

(1)普及育成部門 

 女子ラグビーの普及イベント（女性タグラグビー大会）、女子の普及育

成の拠点づくりとして、ガールズラグビーチャレンジ（2 月 5 日小田原市

城山）へのサポートを実施した 
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ハイパフォーマンス委員会 

1.事業計画 

(1)各カテゴリー日本代表ヘッドコーチ選考に関する資料など作成及び

更新 

(2)世界各国のヘッドコーチ動向などの情報収集 

(3)強化拠点整備に必要とされる HP 機能、施設などの助言 

(4)代表強化部門及びハイパフォーマンス部門との連携 

 

2.事業報告 

⑴男女 7 人制日本代表ヘッドコーチ選考基準評価表作成、女子 15 人制日

本代表ヘッドコーチ選考基準評価表作成、U20 日本代表ヘッドコーチ

選考基準評価表作成 

⑵定期的な情報収集の実施 

⑶JAPAN BASE（福岡）の現状把握と九州産業大学との会議実施 

⑷リーグワンパネルレフリーランキング表作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラグビー競技における脊髄損傷への再生医療適応プロジェクト 

1.目的 

 RWC2019 レガシー事業の一環として、再生医療領域における先端の

医療機関の協力のもとプロジェクトチームを構成し、ラグビー競技にお

ける脊髄損傷への再生医療の適応を推進する 

 

2.実施報告 

(1)委員会の開催 

(2)シンポジウムの開催検討 

(3)研究機関（札幌医大、慶應大）への支援 

(4)脊髄損傷発生時の搬送システム構築検討 

(5)プロジェクトの広報活動（HP 掲載、学会でのプロジェクト紹介、動

画作成） 
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支部協会 
 

関東ラグビーフットボール協会 

関西ラグビーフットボール協会 

九州ラグビーフットボール協会 
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関東ラグビーフットボール協会 

 

メディカル委員会 

1.委員会活動 

(1)総務委員会 各小委員会の支援、日本協会との連携 

(2)傷害安全対策委員会 重症傷害データ分析と報告 

(3)救急医療委員会 秩父宮医務室、医療用品の管理 

(4)医師派遣委員会 協会主催試合へのマッチドクター派遣 

(5)学術委員会 アンチ・ドーピングに関する情報提供 

(6)歯科委員会 マウスガードの普及と有用性の学術的検討 

 

2.都道県医務委員⾧会議 

(1)9 月 2 日 重傷障害報告、都道県協会の現況報告（各県の大会開催状

況、医師派遣状況）、その他 

(2)1 月 13 日 重傷傷害報告、都道県協会の現況報告、その他 

 

3.日本協会メディカル委員会への参加 

 3 月 18 日（TKP ガーデンシティ渋谷+オンライン） 

 

4.日本協会主催試合（リーグワンを含む）への医務活動への協力 

 

5.日本協会メディカル委員会共催 第 6 回ラグビードクターカンファラ

ンズへの協力 

 2 月 4 日（オリエンタルホテル福岡+オンライン） 

 

レフリー委員会 

1.目標 

(1)関東協会所属レフリー及びレフリーコーチの育成強化 

(2)日本協会との連携によるハイパフォーマンスレフリーの育成 

(3)都道県協会レフリーコーチの育成支援 

(4)普及育成レフリーの育成支援 

(5)女子レフリーの発掘と育成強化 

(6)マッチオフィシャル認定制度の定着化と新規レフリー資格取得推進

による底辺拡大 

 

2.会議関係 

(1)レフリー委員会 定例会議 

(2)都道県レフリー委員⾧会議（3 月 18 日） 

 

3.研修会・講習会関係 

(1)レフリー・レフリーコーチ研修会（9 月 8 日オンライン） 

(2)関東トップレフリー研修会（1 期 5 月 20 日～22 日、2 期 5 月 27 日

～29 日、代々木オリンピックセンター及び首都圏試合会場） 

(3)Ｂ級レフリー認定講習会（6 月 24 日～26 日北海道、8 月 6 日～7 日

菅平、八幡平） 

(4)関東協会各種大会などレフリー研修会へ委員・レフリーコーチ派遣 

・関東高校大会レフリー研修会（6 月 3 日～5 日山梨県北麓） 

・東北高校体育大会レフリー研修会（6 月 17 日～19 日天童） 

・新潟県レフリー研修会（6 月新潟、中止） 

・北海道レフリー研修会（6 月 24 日～26 日札幌他） 
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・東北高校新人大会（2 月 8 日～11 日宮城県女川） 

・関東高校新人大会都県対抗戦（2 月 11 日～12 日群馬県敷島、2 月 18

日～19 日宇都宮） 

 

4.日本協会主催各種大会及び研修会 

(1)太陽生命女子セブンズシリーズ（4 月 23 日～24 日熊谷、6 月 18 日

～19 日弘前） 

(2)関東中学・東日本ジュニアラグビー大会（6 月 11 日～26 日熊谷、千

葉他会場） 

(3)大学女子セブンズ大会（7 月 16 日～17 日熊谷） 

(4)全国高校セブンズ大会（7 月 16 日～18 日菅平） 

(5)コベルコカップ全国合同チーム大会（7 月 29 日～31 日菅平） 

(6)ジュニアジャンボリー大会（7 月 23 日～25 日菅平） 

(7)大学ユニットレフリー研修会（8 月 19 日～21 日菅平） 

(8)女子レフリー研修会（8 月 12 日～14 日菅平） 

(9)高校ユニットレフリー研修会（8 月 12 日～14 日菅平） 

(10)太陽生命カップ全国中学生大会（9 月 17 日～19 日水戸） 

(11)栃木県国民体育大会（10 月 2 日～6 日佐野） 

(12)全国女子 U18 セブンズ大会（10 月 22 日～23 日熊谷） 

(13)東日本ジュニア・中学生大会（11 月 13 日～12 月 4 日千葉他） 

(14)全国ジュニア大会（12 月 24 日～26 日東京） 

(15)全国高校大会レフリー研修会（12 月 27 日～1 月 1 日花園） 

 

 

 

5.レフリー及びレフリーコーチ派遣関係 

(1)春季公式戦、定期戦、交流試合他各種大会 

(2)トップイーストトーナメント大会（5 月～6 月） 

(3)7 人制大会（4 月 10 日東日本大学セブンズ、4 月 17 日対抗戦グルー

プセブンズ） 

(4)秋季公式戦、定期戦、交流試合他各種大会 

(5)NZ ウェリントンレフリー交流（派遣 5 月、受入 8 月、10 月中止） 

(6)全国ジュニア選抜大会（12 月 24 日～26 日東京） 

(7)関東女子大会（11 月 3 日～1 月 7 日東京） 

(8)全国高校ラグビー選抜大会レフリーコーチ研修会（3 月 25 日～31 日

熊谷） 

 

 

安全対策委員会 

1.活動目標 

(1)重症事故の予防に関する啓発活動を通じ、重症事故ゼロに向けた取

り組みを推進 

(2)関係委員会と連携して試合・練習時の安全に関わる事項を企画推進 

 

2.日本協会主催の安全対策委員会への出席 

 6 月 26 日、9 月 27 日、12 月 16 日、3 月 21 日 その他、日本協会・

三支部協会での安全対策委員⾧会議（11 月 18 日）に出席 

 

3.日本協会主催にて安全・インテグリティ推進伝達講習会を実施 

 都道県協会を対象として 2 月 12 日に実施した 



61 

 

4.総括 

 新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、安全・インテグリ

ティ推進講習会はオンラインでの講習会方式を継続。今後もオンライン

講習を活用しつつ、集合講習の利点である共通認識の円滑な醸成を図る

べく啓発活動の深化・徹底を推進する 

 

 

コーチ委員会 

1.指導者育成事業 

(1)コーチカンファレンス 

 9 月 19 日～10 月 10 日（オンデマンド形式） 

(2)各級（スタート・C 級・B 級・A 級・S 級）のコーチ講習会 

 スタートコーチ認定講習会はオンラインで実施した。北海道 48、青

森 7、岩手 17、宮城 6、秋田 7、山形 5、福島 28、茨城 36、栃木 12、

群馬 46、埼玉 95、千葉 54、東京 274、神奈川 181、山梨 12、⾧野

13、新潟 11、合計 852 名 

 C 級コーチ認定講習会は、各都道県協会にて実施、B 級・A 級・S 級

コーチ認定講習会は、オンラインと集合のハイブリッドで実施 

 

2.地域推進事業 

 関東協会コーチ委員会会議 中止（前年度振り返りと翌年度計画をメ

ールで共有） 

 

3.コーチ派遣事業 

 東北地区高専ラグビー講習会 中止 

普及育成委員会 

（中学生 RS 部門・中学校部門） 

1.方針 

 前年に続き、新型コロナウイルス感染症の拡大に悩まされる状況が続

いた 1 年、2022 年度も U15 中学生選手と関係者の方々の感染防止と安

全を優先し、感染防止対策を行った上での行事を実施した 

 

2.行事の主催 

(1)第 73 回関東中学校大会（太陽生命カップ 2022 第 13 回全国中学生ラ

グビー大会関東地区選考試合、男子・中学校単独チーム）勝者の國學

院久我山中、茗渓学園中を関東協会代表として推薦 

(2)第 16 回東日本 U15 中学生ジュニアラグビークラブ大会（太陽生命

カップ 2022 第 13 回全国中学生大会予選大会、男子・RS 単独チー

ム、女子・都道県選抜チーム、女子は 7 人制）規模を縮小して、選考

試合として分散開催。RS の部は、横浜 RS、南茨城 RS、江東 RS を関

東協会代表として推薦。女子の部は、東京都女子代表、神奈川県女子

代表、北関東甲信（山梨・⾧野・群馬）を関東協会代表として推薦 

(3)ジャンボリー（男女・RS・中学校など混合） 

・第 24 回東日本ジュニアラグビー菅平ジャンボリー 規模を縮小し開

催（併設行事）全国ジュニア大会の関東甲信越地区中学校の部の選考

試合（男子・中学校都県選抜チーム） 

・第４回東日本ジュニアラグビー東北ジャンボリー（第 43 回東北中学

生交流大会）岩手県八幡平にて開催 
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(4)太陽生命カップ 2022 第 13 回全国中学生大会東北北海道地区中学

校予選試合（男子、中学校道県選抜チーム）男鹿東・男鹿南・天王南

中学校を関東協会代表として推薦 

(5)第 42 回東日本中学生大会 

・第 42 回東日本中学校大会（男子・中学校単独チーム、12 月３日～4

日東京）優勝國學院久我山中、２位茗渓学園、3 位立命館慶祥中 

・第 41 回東日本中学生大会（男子・RS 都道県選抜、女子・都道県選

抜）第 28 回全国ジュニア大会東日本地区 RS の部、女子の部予選 

大会形式を変更し分散開催とし、RS の部は、神奈川県 RS 代表、東京

都 RS 代表、千葉県 RS 代表、茨城県 RS 代表を、女子の部は神奈川県

RS 代表を、それぞれ関東協会代表として推薦 

(6)第 20 回東日本 U15 中学生ラグビー選抜大会（男子・女子とも都道

県選抜チーム、3 月 11 日～12 日水戸） 

 

3.行事の主管/協力 

(1)太陽生命カップ 2022 第 13 回全国中学生大会（主管）9 月 16 日～18

日水戸 

(2 第 28 回全国ジュニア大会（主管）12 月 24 日～26 日 江戸川区陸

上・江東区夢の島陸上 

 

（小学生・ミニラグビー・タグラグビー部門） 

1.行事の主催 

 菅平ミニラグビー・ジャンボリー交流大会（7 月）コロナ感染症対策

の上、規模を縮小し実施 

 

セレクションコミッティ・強化委員会 

(1)ニュージーランド学生代表交流に関して情報収集、及び検討 

(2)年間を通じた各カテゴリーの大会・試合の視察 

 春季交流大会・対抗戦・リーグ戦・大学選手権 

(3)三地域セレコン委員⾧との情報交換 

(4)日本協会代表事業部との連携強化 

(5)環境の変化（リーグワン発足）に伴い、委員会メンバーの見直しを

実施した 

 

 

社会人委員会 

1.各種大会の実施・参加 

(1)第 77 回国民体育大会ブロック国体（東京都）・本国体（栃木県）へ

の参加 

(2)トップイースト・関東社会人リーグへの参加 

 

2.全体会議 

(1)社会人委員会の開催 

・大会要項・順位決定方法等大会規約の検討・決定 

・トップイーストスケジュール作成 

・プロモーション部門会での企画検討・実施 

・規律部門でのイエローカード・レッドカードなどの対応実施 

(2)17 都道県社会人委員⾧会議の開催（2 月 25 日） 
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(3)三地域社会人委員⾧合同連絡会議 

・三地域社会人リーグ順位決定戦の検討・実施 

・地域リーグ現状確認 

 

3.チームとの意見・情報交換会 

・チーム感染症対策情報交換会 

・活動状況の把握 

 

4.リーグワン新規参入に関する協議 

 

 

クラブ委員会 

1.第 30 回全国クラブ大会（主管） 

(1)１月 8 日、2 月 19 日（熊谷） 

(2)出場 12 チーム（関東 5、関西 4、九州 3）関東協会から北海道バー

バリアンズ、ハーキュリーズ（東京）、神奈川タマリバクラブ、宇都

宮 VOLT’S（栃木）、駒場 WMM（東京）の 5 チーム出場 

(3)優勝ハーキュリーズ、準優勝千里馬クラブ（大阪） 

 

2.第 32 回東日本クラブ選手権大会（第 30 回全国クラブ大会東日本地区

予選、主催） 

(1)9 月 11 日～11 月 20 日（熊谷、栃木総合、北上総合、保土ヶ谷、三

郷、水戸、菅平、いわぎん、八幡平、磐城熱海） 

(2)出場 19 チーム（秋田県・新潟県が辞退） 

(3)優勝宇都宮 VOLT’S、準優勝東京闘球団高麗 

3.第 19 回東日本トップクラブリーグ（主催） 

(1)9 月 11 日～12 月 11 日（⾧峰ヴェルディ、太夫浜、流通経済大、栃

木総合、定山渓、保土ヶ谷、さくら遊園、武蔵野陸上、三鷹大沢、市

原スポレク他） 

(2)出場 14 チーム 

(3)D1 優勝北海道バーバリアンズ、D2/1 位宇都宮 VOLT’S、D3/1 位調

布三鷹オールカマーズ 

 

4.第 41 回ラグビーフェスタ（主催） 

(1)7 月 9 日～10 日（菅平） 

(2)参加 10 チーム 

 

5.第 39 回東北クラブ選手権大会（主催） 

(1)9 月 25 日～10 月 23 日（八幡平、いわぎん） 

(2)参加 6 チーム 

(3)優勝北陵ラガー（宮城） 

 

6.第 29 回ラグビーフェスタ（主催） 

(1)7 月 16 日～17 日（八幡平） 

(2)出場チーム 東北各県クラブチーム、東北各県セブンズチーム 15

人制交流戦、東北男女セブンズ実施（八戸学院大学と岩手大学・岩手県

立大学・盛岡大学合同の交流戦開催） 
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7.東日本クラブセブンズ（主催） 

(1)5 月 4 日（社会人クラブ）、6 月 26 日（学生クラブ）（熊谷） 

(2)社会人大会・参加チーム少数の為中止、学生クラブ 12 チーム 

(3)学生クラブ優勝 早稲田大学 GW ラグビークラブ 

 

8.サンケイスポーツ杯第 30 回関東学生クラブ選手権大会（主催） 

(1)9 月 18 日～12 月 4 日（サンケイスポーツセンター、江戸川臨海、熊

谷荒川グランド） 

(2)出場チーム 1 部 7 チーム、2 部 6 チーム、交流戦 3 チーム 

(3)1 部優勝早稲田大学 GW、準優勝山梨学院大学グリーンイーグルス、

2 部１位法政大学工学部、２位中央大学パトス 早稲田大学 GW を東

西学生クラブ対抗試合（埼玉県）へ派遣 

 

9.第 21 回東西学生クラブ対抗試合（主管）及び関東代表派遣 

(1)12 月 18 日（熊谷） 

(2)関東・関西の学生クラブ選手権大会の覇者による対抗試合 

(3)早稲田大学 GW57－5 関西学院上ヶ原 

 

10.学生クラブ東西交流ラグビーフェスティバル（主管） 

(1)9 月 2 日～4 日（菅平） 

(2)参加 14 チーム(関東 12、関西 2) 

(3)講習会は新型コロナウイルス感染症感染予防のため中止、4 ブロック

に分かれて 2 日間で各チーム２試合実施を予定したが、期間中出場辞

退のチームの発生により 3 ブロックにて実施 

 

11.東日本マスターズ大会（主催） 

(1)9 月 18 日（駒沢） 

(2)参加 11 チーム 

(3)A ブロック優勝浦安ビアーズ、B ブロック優勝不惑倶楽部 

 

12.東北クラブ委員⾧会議 

(1)7 月 17 日（八幡平） 

(2)東北 6 県クラブ委員⾧及び関東協会クラブ委員が出席（第 29 回ラグ

ビーフェスタ開催時に併催） 

 

13.関東協会都道県クラブ委員⾧会議（2 月 25 日秩父宮） 

 各都道県協会クラブ委員会事業報告、関東協会クラブ委員会事業報

告、関東協会クラブ委員会事業計画確認、現状の事業の検証及び 2023

年度以降の事業・連携活動の検討協議 

 

14.クラブ委員会・総務委員会・学生クラブ運営会議 

 新型コロナ感染症感染予防の為対面及びオンライン会議を併用し随時

開催した 
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女子委員会 

1.主催大会の実施報告 

(1)関東女子セブンズ 2022 

（5 月 1 日熊谷）1 位日体大、2 位 RKU グレース、3 位湘南ベルマー

レ・群馬プライムス合同、4 位世田谷レディース・山梨 SHINES 合同 

（5 月 22 日健志台）1 位日体大、2 位 YOKOHAMA TKM、3 位東京山

九フェニックス、4 位 RKU グレース、5 位 Brave Louve、6 位横河武蔵

野 Artemi-Stars、7 位弘前サクラオーバルズ、8 位世田谷レディース、9

位湘南ベルマーレ 

(2)関東高等学校大会女子エキジビジョンマッチ（6 月 5 日熊谷） 

  第 1 試合 北関東選抜 14－33 南関東選抜 

  第 2 試合 北関東選抜 0－17 南関東選抜 

(3)第 5 回全国 U18 女子セブンズ大会関東予選（9 月 11 日桐生） 

 出場チーム 桐蔭学園、横河武蔵野アルテミスターズユース、関東学

院六浦、茨城ワイルドローズ・ARUKAS YOUTH KUMAGAYA・

Brave Louve・麗澤・群馬プライムス・流通経済柏合同 

 1 位麗澤、2 位関東学院六浦、3 位 Brave Louve（第 6 回全国 U18 女

子セブンズ大会に出場） 

(4)第 33 回関東女子大会（11 月～1 月公共会場・各大学） 

 出場チーム RKU グレース,横河武蔵野 Artemi-Stars,日体大、東京

山九フェニックス、R.I.A（ARUKAS KUMAGAYA, 立正大学、国際

武道大学）、YOKOHAMA TKM オーバルズ（YOKOHAMA TKM、

弘前サクラオーバルズ）、Tokyo LaDieS（Brave Louve、東京外人

Girls、北海道バーバリアンズディアナ） 

 1 位日体大、2 位東京山九フェニックス（第 9 回全国女子選手権大会

出場） 

(5)第 6 回関東 U18 女子セブンズ大会（3 月 19 日熊谷） 

 出場チーム 流通経済大学付属柏、桐蔭学園、横河武蔵野アルテミス

ターズユース、関東学院六浦、茨城ワイルドローズ、ARUKAS 

YOUTH KUMAGAYA、Brave Louve、麗澤、群馬プライムス・栃木

ストロベリーズ合同（群馬プライムス、栃木ストロベリーズ）、

FCYS7s（山梨 SHINES、湘南ベルマーレ、クラーク記念国際高等学

校横浜キャンパス、Rosage 福島）、信州（東京都市大学塩尻高、南信

州クラブ） 

 優勝 Brave Louve（サニックスワールドラグビーユース交流大会 2023

出場） 

 

2.練習会・講習会 

 FW 練習会（5 月 29 日、9 月 25 日辰巳） 

 

 

大学委員会 

1.各種大会 

(1)第 23 回東日本大学セブンズ（4 月 10 日） 

 チャンピオンシップ優勝 明治大学、コンソレーション優勝東海大学 

(2)第 11 回関東大学春季交流大会（4 月 3 日～6 月 26 日） 

 A１位帝京大学、B１位筑波大学 C１位東洋大学 
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(3)第 10 回関東大学オールスターゲーム（7 月 3 日） 

 対抗戦選抜 42－38 リーグ戦選抜（15 人制） 

 対抗戦 B 選抜 7－45 リーグ戦２部選抜（７人制） 

 東京学芸大学 38－0 茨城大学（７人制） 

 医歯薬リーグ選抜 26－14 理工系リーグﾞ選抜（７人制） 

 女子対抗戦選抜 45－5 女子リーグ戦選抜（７人制） 

(4)対抗戦 A、リーグ戦１部 秋季公式戦（9 月 10 日～12 月 4 日） 

 対抗戦 A1 位帝京大学、リーグ戦１部 1 位東海大学 

 対抗戦 AB 入替戦 12 月 10 日 

 リーグ戦１部・2 部入替戦 12 月 11 日 

(5)第 44 回関東大学ジュニア選手権大会（9 月 4 日～11 月 20 日) 

 優勝 カテゴリー1 帝京大学、カテゴリー2 日本大学、カテゴリー3

立正大学、カテゴリー4 山梨学院大学 

 入替戦 11 月 26 日、12 月 3 日 

(6)第 73 回全国地区対抗 関東 1 区、2 区代表 

 1 区東京学芸大学、2 区茨城大学 

(7)第 71 回関東医歯薬リーグ 

 １部優勝 東邦大学医学部 

 

2.会議 

(1)対抗戦・リーグ戦監督会議 

 4 月 25 日、6 月 13 日、7 月 4 日、8 月 1 日、9 月 14 日、10 月 10

日、11 月 7 日、2 月 13 日 

 

 

(2)大学委員会 

 4 月 4 日、7 日、5 月 9 日、30 日、6 月 13 日、27 日、7 月 14 日、25

日、8 月 20 日、29 日、9 月 7 日、13 日、20 日、10 月 31 日、1 月 24

日、2 月 1 日、3 月 1 日、29 日 

(3)日本協会大学部門会議 

 8 月 4 日、10 月 17 日 

(4)メディアブリーフィング（対抗戦 A・リーグ戦 1 部監督） 

 9 月 5 日 

 

 

高校委員会 

1.各種大会・予選会実施・全国大会参加 

(1)地区大会 

 第 49 回北海道高校大会（7 月 23 日～28 日江別・札幌） 

 第 73 回東北高校大会（6 月 16 日～19 日天童） 

 第 70 回関東高校大会（6 月 3 日～5 日富士吉田） 

 第 44 回北信越高校大会（6 月 18 日～19 日菅平） 

(2)Ｕ16 ブロクトレセン・Ｕ17 ブロックトライアウト 

 関東ブロック（U17）6 月 25 日～27 日、（U16）11 月 26～27 日熊谷 

 北海道ブロック（U17）6 月 10 日～12 日芦別、（U16）11 月 12 日～

13 日札幌 

 東北ブロック 6 月 24 日～26 日青森 

 北信越ブロック 6 月 24 日～26 日菅平 
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(3)ブロック国体第 77 回国民体育大会予選会 

 北海道大会 6 月 16 日～18 日帯広 

 東北大会 8 月 18 日～20 日青森 

 関東大会 8 月 26～28 日江戸川区 

 北信越大会 8 月 21～28 日小浜 

(4)第 77 回国民体育大会参加 

 10 月 1 日～6 日佐野 

(5)第 102 回全国高校大会参加 

 12 月 27 日～１月７日花園 

(6)第 24 回全国高校選抜大会地区予選 

 北海道新人大会（11 月 1 日～5 日北斗） 

 東北新人大会（2 月 8 日～11 日女川町） 

 関東新人大会（2 月 11 日～19 日前橋、宇都宮） 

 北信越大会（2 月 11 日～19 日新潟） 

(7)関東都県対抗戦（2 月 18 日宇都宮） 

(8)合同チーム大会 

 北海道大会（4 月 30 日～5 月１日札幌ドーム） 

 東北大会（3 月 11 日～12 日石巻） 

 関東大会（3 月 18 日～19 日水戸） 

 北信越大会（3 月 24 日～26 日石川） 

(9)第 24 回全国高校選抜大会参加（3 月 24 日～31 日熊谷） 

 

2.その他 

(1)第 9 回全国高校７人制大会（主管）と準備会議 

(2)第 5 回全国 U18 女子セブンズラグビー大会（主管）と準備会議 

(3)第 47 回高校ラグビー指導者研修会（1 月 6 日～8 日台東区） 

(4)第 24 回全国高校選抜大会（主管）と準備会議 

(5)高等専門学校チームとの普及・強化に向けた事業（各種大会への参

加・新規大会の企画） 

 

 

市町村協会担当 

1.活動方針 

 日本協会の「ラグビーファミリーを増大させる」という課題の下、市

区町村の各協会と連携しながら、協会新設補助金が今後はスクラム・ジ

ャパンプロジェクトの補助金へと移行していくので、タグラグビーなど

をメインに普及の活動をともに進めていき、ラグビーファミリーを増や

していく 

 

2.活動報告 

 登録申請がなかったので特に活動なし 

 

 

広報委員会 

 業務の質向上と標準化及び東京都協会との一体化運用（当日業務人員

の拡大）を更に推進、対応力をより高め、最終的にはメディア露出の増

加に繋げていく。HP、SNS の連携活用により、自己発信力の強化も継

続。また、放送・配信されない試合の自主配信（視聴機会の創出）と合

わせて、コンテンツ強化による自己メディア自体の価値も向上させてい

く。→概ね計画通りに実施 
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1.広報業務の質向上と標準化 

(1)昨年度策定のマニュアルの浸透 

 新委員決定後あらためて展開 マニュアルに沿った運用として実施 

(2)コロナなどの状況に合わせた運用の統一 

 会見形態や取材ルールの調整と周知 対面会見と一部会場での囲み取

材対応（ミックスゾーン）を実施 

 

2.東京都協会広報委員会との一体化運用 

(1)当日担務要員の拡充継続 

 公式記録（運営サイト入力含む）、記者会見、マッチレポート（大学

選手権）などの担務対応要員の拡充を図った 

(2)担務の分散 

 報道受付、公式記録、会見、ミックスゾーンなどを全員で分散対応 

 

3.メディアとの能動的なコミュニケーション 

(1)シーズン前の取材ルール提示と調整 

 幹事社（産経新聞・サンケイスポーツ）へ事前共有など、一定の手順

を経て提示し、運用実施 

(2)発生した課題、問題などへの対応 

 特段の問題発生はなく、また前年度より多様な取材機会を設けること

ができたため、メディアとは概ね良好な関係性が維持された 

 

4.100 周年記念誌（周年史）制作への協力 

 準備委員会「周年史制作チーム」が必要とする素材（記録、写真な

ど）の収集、提供→年度内に 4 回（通算で 5 回）編集会議を開催 

進捗は必ずしも芳しくないが、目次と構成案の確定には至った 

 

5.道県協会との連携 

 日本協会機関誌 RUGBY の関東協会頁への残り 9 県協会のトピック掲

載→当該年度残り 9 協会、2 期通算で全 17 都道県協会全てを網羅 100

周年史（上記 4）の「各道県協会の軌跡」頁への協力依頼。原稿、素材

の収集→カテゴリー別（大学、高校）に依頼済み 

 

6.各委員会との連携 

 各委員会情報のフォロー・発信、特に大学下位リーグ、リーグワン時

代の社会人、新設大会のある女子など→理事会内でも委員会の使命や委

員会間の関係性がまだ充分理解されているとは言えない面もあるが、各

カテゴリーの主要なイベント（大会、試合、その他行事）は概ねカバー 

 

 

プロモーション委員会 

（計画概要）引き続き大学にフォーカスし、開幕や試合前、試合当日、

試合後や閉幕後の各段階に合ったツールやアクティビティを用いて、よ

り多くの観戦や視聴に繋がる活動を実施する。また、対抗戦 A・リーグ

戦 1 部への高い関心度を、それぞれの下位リーグや他の大学リーグ、ま

たは他のカテゴリーに活かす仕組みを模索する→各ツールの制作・活

用、試合での演出、シーズン表彰など計画通り実施。直近 2 年以上の活

動量を達成した一方で、最終的な観戦や視聴への寄与は評価できず 
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1.施策 
目的 タイミング 活動 計画 

大会やリーグへの

関心喚起 

試合日以前 告知ツールの制作

と展開 

・PV 制作と公開 

・ポスターに代わ

るツールの開発

（デジタル） 

観戦満足度の向上

（以降の試合への

関心喚起） 

 

試合当日 演出の立案と実施 PV の上映 

Player Of The 

Match の選考と表

彰 

試合視聴機会の拡

大 

新たな配信手段開

発 

試合後、シーズン

後 

振返り企画の立案

と実施 

Player Of The 

Year の選考と表

彰 

・52 ヶ所へのポスター掲示、24 団体への発送（掲示依頼）を実施 

・秩父宮試合前校歌吹奏、同斉唱を復活。56 試合で Player Of The 

Match 表彰（公共会場での選手「ひと言」も復活）。大学選手権決勝

後に Player of the year 表彰実施 

 

2.新規施策（試合視聴機会の拡大） 

(1)YouTube 公式チャンネルへの投稿（自主配信）以外に、より多くの

ファンにリーチでき、かつ低コストもしくは無償で配信される仕組み

を構築する 

(2)事務局と連携し、共有の全カテゴリーで活用できるプラットフォー

ムを目指す→春季大会 C グループでのみ実施 

 

3.協賛企業集め 

(1)協賛プログラムの体系化 

(2)上記を元にした既存協賛企業への意向確認（6 月迄）及び新規企業の

募集→協賛プログラムの体系化は理事会全体の課題として私案のみ作

成、タイセイ・ハウジーと協賛契約締結（その他協会全体ではアサガ

ミ、伸共とも締結） 

 

4.その他 

 就職支援（ナイスガイパートナーズ）の告知協力→2 回実施（有償で

の業務受託） 

 

 

登録者傷害見舞金委員会 

 審査委員会にて 350 件の審査、総額 8,265,000 円給付。そのうち、審

査対象になった重症報告は 9 件 

 

 

選手資格審査委委員会 

(1)ラグビーファミリー登録のチェック（通年） 

(2)外国人選手登録のチェック 

(3)個別案件の迅速な対応（移籍・留学・その他） 
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規律委員会 

1.競技規則、リーグワン懲罰規程に準拠した不行跡、不規律の処置 

(1)5 月 8 日（東海大学） 

 東海大学 対 早稲田大学（関東大学春季交流大会 A グループ） 

 内容 東海大学選手による「危険なプレー」「不当なプレー」の累積 

 処分 対外試合１試合の出場停止 

(2)5 月 22 日（立教大学） 

 立教大学 対 中央大学（関東大学春季交流大会 C グループ） 

 内容 立教大学選手による危険なプレー 

 処分 外試合１試合の出場停止 

(3)6 月 26 日（日本大学） 

 大東文化大学 対 日本大学（関東大学春季交流大会 A グループ） 

 内容 大東文化大学選手による「危険なプレー」２回の累積 

 処分 厳重注意 

(4)9 月 18 日(東海大学) 

 東海大学 対 帝京大学（関東大学ジュニア選手権カテゴリー１） 

 内容 帝京大学選手による「危険なプレー」「不行跡」の累積 

 処分 対外試合２試合の出場停止 

(5)10 月 16 日（成蹊大学） 

 上智大学 対 成蹊大学（関東大学対抗戦 B グループ） 

 内容 上智大学選手による危険プレー 

 処分 対外試合１試合の出場停止 

 

2.シンビンの計数ならびに公開、イエローカード累積 3 枚時の処置 

 該当なし 

競技委員会 

(1)公式戦の日程調整、及び決定。また、各地区での有料試合調整と運

営を実施 

(2)関東協会主催・主管試合への担当理事・競技委員の決定及び派遣、

またボール係の派遣依頼などを実施 

(3)競技運営向上施策として担当業務（伝令担当、ドクター担当、ボー

ルパーソン担当、担架担当、HIA タイムキーパー危機管理担当）のロ

ーテーションを行い、各スキルの向上を図った。また、危機管理体制

強化に向け、危機管理担当と警備会社との職務分担連携を確認した 

(4)新型コロナウイルス感染症対策として、日本協会・警備会社・関東

協会との連携による、安全予防対策を行った。また、検温、消毒液を

配置して予防対策を実施した 

(5)各大学グランドでの無観客試合において、マッチコミッショナーの

他に複数名のサブコミッショナーを派遣し、警備会社との連携による

新型コロナウイルス感染症対策を実施した 
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関西ラグビーフットボール協会 

 

1.総務委員会 

 4 月 28 日、5 月 26 日、6 月 16 日、7 月 26 日、10 月 27 日、11 月 21

日、12 月 12 日、1 月 26 日、2 月 24 日、3 月 23 日、全 11 回開催 

 

2.医務委員会 

(1)委員会開催 

・総務部会の開催 

 6 月 19 日第 1 回総務部会（関西協会、オンライン開催）、11 月 23 日第

2 回総務部会及び救護対策部会・学術部会合同会議（関西協会、オンライ

ン開催）、2 月 23 日医務委員会総会（クライトン新大阪、オンライン開

催） 

・報告及び討議事項 

 日本協会メディカル委員会・安全対策委員会報告、関西協会理事会・医

務委員会・傷害見舞金審査委員会報告、府県年間出務の報告依頼、新年度

事業計画及び予算計画、次年度医務委員会人事体制変更、医務委員会規

約と細則の文面訂正、医務委員⾧は選挙により中村夫左央委員⾧再任と

総会における承認 

・講演会（座⾧ 学術部会⾧山口佳彦） 

 テーマ 全国高校大会予選から全国大会までの実情と課題、門田秀隆

先生（関西協会医務委員）「全国高校ラグビー大会における外傷統計の歩

み」、山口優先生（全国高校ラグビー大会総務委員⾧）「全国高校大会の現

状と問題点」、外山幸正先生（関西協会医務委員）「脳振盪疑い及び重傷傷

害事例のビデオ検証」 

(2)関西協会内の試合におけるピッチサイド医務活動（ドクターの派遣） 

・リーグワン 2022（４月１日 13 節）以降 

4 月 23 日エコパ、4 月 9 日、5 月８日ヤマハ、4 月 23 日、5 月 7 日、

8 日、21 日瑞穂、4 月 1 日、9 日、30 日、5 月 21 日、27 日、28 日花

園、4 月 16 日、5 月 1 日ヨドコウ桜、4 月 10 日、5 月 1 日兵庫ユニバ

ー、4 月 2 日、3 日、9 日、30 日広島バルコム、4 月 10 日⾧良川 

・リーグワン 2022-2023（2022 年 12 月から 2023 年 3 月まで） 

3 月 11 日エコパ、12 月 25 日、1 月 15 日、29 日、2 月 25 日ヤマハ、

3 月 26 日アイスタ、2 月 4 日、18 日、26 日、3 月 18 日、19 日、25 日

瑞穂、12 月 17 日、1 月 8 日豊田、1 月 8 日、14 日、22 日、2 月 5 日、

3 月 5 日、11 日、26 日花園、12 月 17 日、24 日、1 月 15 日、2 月 12

日ヨドコウ桜、12 月 24 日、1 月 14 日、28 日、2 月 19 日、26 日、3

月 12 日、19 日兵庫ユニバー、1 月 15 日、22 日、2 月 18 日、3 月 4

日、5 日、12 日、25 日広島バルコム、3 月 11 日愛媛ニンスタ、12 月

17 日、1 月 15 日、2 月 5 日、26 日、3 月 12 日三重ホンダ 

・第 59 回大学選手権（日本協会、11 月 27 日瑞穂、12 月 11 日花園、12

月 25 日ヨドコウ桜） 

・第 73 回全国地区対抗大学大会（日本協会、12 月 29 日、1 月 2 日、6

日瑞穂） 

・第 102 回全国高校大会（12 月 27 日～1 月 8 日花園） 

・第 53 回全国高専大会（1 月 4 日～9 日神戸ユニバー） 

・関西セブンズフェスティバル（4 月 17 日花園） 

・第 43 回関西中学生大会及び第 234 回関西中学生ジャンボリー（7 月 29

日～31 日岐阜ひだ数河高原） 
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・第 31 回関西クラブ大会（9 月 7 日～8 日岡山美作） 

・第 28 回全国ジュニア大会関西地区予選（12 人制）第 8 回関西女子中

学生秋季大会（7 人制）ならびに第 2 回関西 U12 女子交流会（7 人制）

（10 月 15 日～16 日天理親里） 

・ムロオ関西大学 A リーグ（10 月 2 日、23 日天理親里、9 月 18 日、12

月 3 日花園、10 月 9 日鶴見緑地、11 月 13 日、19 日神戸ユニバー、10

月 30 日、11 月 6 日、12 月 11 日京都宝ヶ池、11 月 20 日西京極、9 月

25 日、10 月 16 日滋賀皇子山、9 月 25 日エコパ） 

・第 25 回女子関西大会（12 月 4 日神戸総合、12 月 4 日神戸製鋼灘浜、

12 月 18 日鈴鹿） 

・SEINAN ラグビーマガジンカップ関西ミニラグビー交流会（10 月 29

日 J-Green 堺） 

・第 74 回近畿高等学校大会（2 月 12 日、18 日、19 日、23 日和歌山上

富田） 

・中国地区大学リーグ（9 月 25 日～11 月 9 日） 

・東海学生リーグ（9 月 18 日～30 日） 

・トップウェストリーグ A,B（出務なし） 

・関西大学 B リーグ以下（出務なし） 

・関西学生春季リーグ（5 月 15 日～7 月 3 日、出務なし） 

・ICIR レベル２講習会（日本協会、11 月 26 日～27 日） 

 

3.レフリー委員会 

（活動実績） 

(1)大学春季トーナメントなど、春シーズンのレフリー割当（5 月～7 月）

担当レフリーのコーチング実施 

(2)カンタベリー交流（中止） 

(3)レフリーミーティングをオンラインで開催（5 月～7 月、9 月～12 月、

月 3 回） 

(4)関西デベロップメントスコッド（KDS）候補研修（5 月～7 月） 

(5)レフリー研修会（7 月天理、神戸） 

(6)公募制レフリー研修会（7 月御所） 

(7)高校・大学ユニット研修（8 月菅平） 

(8)シーズン前関西大学 A リーグ/B リーグチームとカンファレンス実施 

(9)大学リーグ、TWL など秋シーズンのレフリー割当（9 月～12 月）担

当レフリーのコーチング実施 

(10)カンタベリー交流（10 月～11 月、NZ よりレフリー2 名受け入れ） 

(11)関西パネル昇格第一次研修（3 月 25 日～27 日和歌山県上富田） 

(12)B 級認定講習会の開催（5 月～6 月東海・近畿・四国） 

(13)年末年始に行われた各種全国大会へマッチオフィシャル派遣 

(14)関西地区で行われたリーグワン公式戦マッチオフィシャル派遣（ト

レーニングキャンプへの参加） 

 

（総括） 

 コロナ禍の中ではありましたが、計画していた事業をほぼ実施するこ

とができました。2020 年度よりスタートしたオンラインによるレフリー

ミーティングや CMO ミーティングをシーズンを通して開催、多くの情

報を共有することができました。5 月の天理研修は今年度も中止となり

ましたが、春シーズンのオープン戦やオンラインミーティングを利用し、

KDS 候補の研修会を行なうことができました 
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 秋シーズンは、関西大学 A リーグや TWL の前半節で A パネルレフリ

ーを評価し、後半節の割当を決定。⾧いシーズンを緊張感をもってレフ

リングすることができたと思います。また、各委員会や府県のレフリー

委員会と協力し全てのゲームにレフリー派遣をすることができましたこ

と、関係者の皆様に厚くお礼申し上げます 

 

4.強化・セレクション委員会 

（活動実績） 

(1)強化・セレコン委員会 2 回（9 月・1 月）オンラインによる会議を 2 回

実施。1 回目は今年度の活動方針の確認、2 回目は関西学生代表候補選

手の選考を行った。また、必要に応じて、メール審議なども実施した 

(2)関西学生代表セレクション 試合出場者リスト作成及び視察を踏ま

えた関西学生代表候補選手の選考を行った 

(3)関西学生代表強化活動 セレクション及び強化試合などの活動がで

きなかったため、出場者リストを社会人関係者に公表し、関西の学生

（選手）をリクルート対象にしていただけるように働きかけた 

(4)強化・セレコン委員派遣（大学リーグ戦・大学選手権など各試合）関

西大学 A リーグ・B リーグ順位決定戦・大学選手権などに委員を派遣

し、代表候補選手のピックアップを行った 

(5)NZU（ニュージーランド学生代表）の受け入れと交流戦の検討 関西

学生代表を選出し、NZU の関西遠征の受け入れと交流試合を検討した

が、予算上の都合で断念せざるをえなかった 

 

 

 

（総括） 

 関西協会のビジョン・ミッションの重点課題の一つである関西学生の

強化に向けた活動を検討してまいりましたが、資金の都合上で断念せざ

るをえなくなりました。強化する上で必要な資金調達の仕組みを検討し

ていきたい 

 

5.コーチ委員会 

（活動実績） 

(1)総務部会を 3 回開催（日本協会コーチ部門会議と合同、オンライン開

催、4 月 22 日、9 月 24 日、1 月 29 日） 

(2)全国コーチ委員⾧会議を 2 回開催（オンライン形式）随時、三地域（関

東、関西、九州）に分かれて打ち合わせなど（5 月 21 日、10 月 30 日） 

(3)コーチカンファレンス 全ての資格を対象とした更新講習会（9 月 19

日～10 月 10 日、オンデマンド形式、インテグリティ、安全対策、レフ

リー、S＆C、アナリスト） 

(4)A 級コーチ講習会を 1 回開催 関西会場 7 月 20 日～24 日（オンライ

ン 3 日、集合 2 日 J-Green 堺） 

(5)B 級コーチ講習会を 2 回開催 愛媛会場 12 月 15 日～18 日（オンラ

イン 2 日、集合 2 日伊予三島運動公園）、大阪会場 1 月 12 日～15 日

（オンライン 2 日、集合 2 日 J-Green 堺） 

(6)C 級コーチ講習会 9 府県で開催（富山、静岡、愛知、岐阜、三重、大

阪、兵庫、和歌山、山口） 

(7)C 級コーチエデュケーターブラッシュアップ講習会を 1 回開催（3 月

31 日関西、オンライン） 
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(8)指導者資格講習会 

 2021 年度から、スタートコーチについては従来の集合形式を中止し、

オンラインスタートコーチ講習会の受講で資格所得が可能となった。オ

ンラインという利便性もあり、2022 年度は 1367 名が受講した。B 級コ

ーチは、オンラインと集合（ハイブリッド形式）により全国 5 会場で開

催され 118 名が受講した（関西地区では、愛媛と大阪の 2 回開催で 58 名

が受講）、A 級コーチもハイブリッド開催（4 会場）で 141 名が受講した

（関西地区では大阪で開催、30 名が受講） 

(9)コーチカンファレンス 

 2022 年度は昨年に引き続き、オンデマンド形式で開催された。全ての

指導者資格についての更新講習会であり、動画視聴とレポート提出とい

う形で更新が可能となる（9 月 19 日～10 月 10 日）。400 名が資格更新 

(10)全国コーチ委員⾧会議 

 オンライン会議を 2 回開催した（5 月、10 月）。全国会議終了後、三支

部協会ごとに分かれて、2022 年度の事業内容について確認と情報交換を

した 

（総括） 

 2022 年度も昨年度に引き続き、オンラインを活用した活動が中心とな

ったが、資格養成講習会については集合も交えたハイブリッド形式が導

入された 

 

 

 

 

 

6.U12 普及育成委員会 

（ミニ部門会議など活動実績） 

 今年度事業検討会議・ジャンボリー大会打合せ（4 月 12 日関西協会、

オンライン併用）、ジャンボリー大会抽選会（5 月 31 日関西協会、オンラ

イン併用）、関西ミニジャンボリー大会開催（6 月 25～26 日淡路島佐野

運動公園、縮小 27/日チーム）、四国ブロック研修会（8 月高知、中止）、

マガジンカップ（8 月 16 日関西協会、オンライン併用）、マガジンカップ

現地打合せ（9 月 10 日 J-Green 堺）、マガジンカップ（9 月 13 日、関西

協会、オンライン併用）、マガジンカップ抽選会（10 月 3 日関西協会、オ

ンライン併用）、北陸ブロックミニラグビー交流大会開催（10 月 9 日福

井運動公園）、マガジンカップ 2023 開催（10 月 29 日 J-Green 堺）、マガ

ジンカップ フレンドリーマッチへ推薦（11 月 8 日関西協会、オンライ

ン併用）、ミニジャンボリー追加大会現地打合せ、（12 月 8 日橿原）、ミニ

ジャンボリー追加大会現地打合せ（12 月 16 日橿原）、ミニジャンボリー

追加大会抽選会（1 月 31 日関西協会、オンライン併用）、ミニジャンボリ

ー追加大会最終打合せ（2 月 17 日関西協会、オンライン併用）、ミニジャ

ンボリー追加大会開催（2 月 23 日、橿原）、MRR 講習会（2 月、中止） 

 

（総括） 

 本年度はコロナウイルス禍 3 年目に入りましたが、安全対策を最優先

に考えながら工夫をして大会事業を実行してきました 

 ミニジャンボリー交流大会を 6 月 25 日・26 日の 2 日間、兵庫県佐野

運動公園で開催できたが、例年と違い、参加チームは 1 日参加（27 チー

ム）と規模を縮小して行い、補填事業で 2 月 23 日に追加開催（27 チー

ム参加）を奈良県橿原市運動公園で開催いたしました。 
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昨年できなかった女子だけの 5・6 年生交流試合が今年初めて 42 名が参

加して有意義な試合ができました。継続すべきと認識いたしました 

 SEINAN ラグビーマガジンカップ関西ミニラグビー交流大会を 10 月

29 日大阪府堺市の J-Green 堺で開催。昨年に引き続きコロナ禍の中、安

全を最優先に考え参加チーム数を縮小（27 チーム）しての大会となり抽

選で参加できなかったチームが 38 チームと参加チームより多く非常に

残念な開催となりました。この大会でも今年から行っている女子の交流

試合を開催、29 名が参加してくれました 

 2 月に開催のラグビースクール指導者セミナーと MRR 講習会はコロ

ナ禍のため 2 年連続で開催を中止いたしました。8 月 6 日～7 日の四国ブ

ロック（4 県）のスクールを一同に集めて行う夏合宿・研修・交流を図る

交流試合は、コロナ禍で中止、10 月 9 日の北陸ブロック（3 県）第 21 回

北陸ブロックミニラグビー交流大会を福井県、石川県の 2 県での参加（6

チーム）で開催となりました 

 

（タグ部門会議など活動実績） 

 5 月 23 日（オンライン）、7 月 15 日（兼ブロック⾧会議、オンライン）、

10 月 1 日（オンライン）、11 月 26 日（ハイブリッド）、3 月 25 日（オン

ライン） 

 岡山ドームタグ大会（9 月）、西条ドームタグ大会（9 月）、ドリームカ

ップ（北陸ブロック）、全国小学生タグ選手権大会府県予選実施（22 府

県）、ブロック大会（東海・北陸・近畿・中国・四国）、クリスマスカップ

関西小学生タグ大会（12 月⾧浜）、小松ドームタグ大会（2 月） 

 

 

（総括） 

 2022 年度は、コロナ禍で中止になっていた大会がほぼ再開された。全

国大会においては、スポンサーが SMBC となり、チャンピオンシップか

ら交流戦へ移行し、熊谷ラグビー場において全国から 30 チームが集う大

会に変更された。交流戦への変更に伴い、関西協会 5 ブロックから、推

薦枠として 2 チームが全国大会に選出された。部門会議も、久々に対面

で行うことができ、今後コロナ禍前の状況に戻るとともに、講習会や普

及活動の再開を目指す 

 

7.U15 普及育成委員会 

（中学・スクール部門、活動実績） 

 第 1 回 U15 普及育成委員会（5 月 7 日）、第 43 回関西中学生大会及び

第 24 回関西中学生ジャンボリー第 1 回実行委員会（5 月 7 日）、太陽生

命カップ 2022 関西ブロック予選第 1 回運営委員会（5 月 21 日、スクー

ル部門)、第 43 回関西中学生大会及び第 24 回関西中学生ジャンボリー第

1 回運営委員会（5 月 28 日）、太陽生命カップ 2022 関西ブロック予選第

2 回運営委員会(6 月 5 日、スクール部門)、太陽生命カップ 2022 関西ブ

ロック予選(6 月 18 日～19 日、スクール部門、J-Green 堺)、第 43 回関

西中学生大会及び第 24 回関西中学生ジャンボリー第 2 回運営委員会（6

月 25 日）、第 43 回関西中学生大会及び第 24 回関西中学生ジャンボリー・

感染拡大防止啓発会議（7 月 9 日）、第 43 回関西中学生大会及び第 24 回

関西中学生ジャンボリー第 3 回運営委員会（7 月 16 日）、第 43 回関西中

学生大会及び第 24 回関西中学生ジャンボリー（7 月 29 日～31 日数河高

原）、第 43 回関西中学生大会及び第 24 回関西中学生ジャンボリー第 4 回

運営委員会（8 月 27 日） 
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第 28 回全国ジュニア大会近畿ブロック予選第 1 回運営委員会（10 月 1

日、スクール部門）、第 28 回全国ジュニア大会近畿ブロック予選第 2 回

運営委員会（10 月 22 日、スクール部門）、第 28 回全国ジュニア大会近

畿ブロック予選（11 月 19 日～20 日スクール部門、上富田）、第 14 回関

西スクールジュニア新人交流大会第 1 回運営委員会（2 月 11 日スクール

部門）、第 14 回関西スクールジュニア新人交流大会（3 月 18 日～19 日、

スクール部門、佐野運動公園） 

 

（総括） 

 関西協会内では、ほぼコロナ禍以前の行事を行うことができた。しか

し、体調不良者やコロナ感染者によって棄権するチームが出てきたこと

も事実である。4 年ぶりに関西スクールジュニア新人交流大会が実施で

きたことは、喜ばしい限りである。スポーツ庁の通達により、中体連の大

会にスクールが参加していく形に移行していくが、しばらくは府県によ

って違いはあるものの、通達の形に近づくことになると思われる。でき

るだけ早急に新しいジャンボリーを進めていくことが必要である 

 

（女子中学生部門、活動実績） 

 太陽生命カップ 2022 第 10 回関西地区予選・春季大会第 2 回運営委員

会（5 月 10 日）、太陽生命カップ 2022 第 10 回関西地区予選・春季大会

（6 月 18～19 日、親里競技場）、U15 普及育成委員会女子部門会（7 月

21 日）、第 28 回全国ジュニア関西地区予選・秋季大会第 1 回運営委員会

（9 月 11 日）、第 28 回全国ジュニア関西地区予選・秋季大会第 2 回運営

委員会（9 月 27 日）、U15 普及育成委員会女子部門会（10 月 4 日）、第

28 回全国ジュニア関西地区予選・秋季大会（10 月 15 日～16 日親里） 

第 28 回全国ジュニア関西地区予選・秋季大会反省会（10 月 29 日）、関

西女子普及プロジェクト会議（11 月 15 日）、太陽生命カップ 2023 第 11

回関西地区予選・春季大会第 1 回実行委員会（2 月 20 日）、太陽生命カ

ップ 2023 第 11 回関西地区予選・春季大会第 1 回運営委員会（2 月 27

日）、関西女子普及プロジェクト報告会（3 月 16 日）、太陽生命カップ 2023

第 11 回関西地区予選・春季大会第 2 回運営委員会（3 月 28 日） 

（総括） 

 春季大会、秋季大会に小学 6 年生を招待し U12 の交流会を行い、小学

生に対して中学でこのような大会があることを知ってもらい、女子の競

技人口確保に努めた。この交流会を日本協会での会議の三地域からの報

告としてあげると、関東・九州協会からともに関心を示しておられた 

 

8.安全対策委員会 

（活動実績） 

(1)安全・インテグリティ推進伝達講習会 各府県の安全対策委員⾧・医

務委員⾧・コーチ委員⾧を対象にオンラインで実施 

(2)府県向けの安全・インテグリティ推進伝達講習会の実施 基本的には

オンラインで実施したが、対面での講習会実施の府県もあり 

(3)頭部外傷（脳損傷・急性硬膜下血腫）からの競技復帰を条件付き手続

きのうえ認めることを決定 

(4)SA 認定講習会の集合型講習会をよりレベルアップを図るよう一部内

容を変更し実施可能 

(5)重傷事故ゼロを目指して 重傷事故ゼロを合言葉に、各チームに安全

対策をお願いしてきましたが、残念ながら目標達成はできませんでし

た 
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9.社会人委員会 

トップウェストリーグ実施事業(会議・リーグ戦) 

（活動実績） 

 トップウェストリーグ委員会（4 月 3 日関西協会、オンライン）、トッ

プウェストリーグスケジュール会議（4 月 9 日関西協会、オンライン）、

トップウェストリーグ総務委員会（6 月 11 日関西協会）、トップウェス

トリーグ委員会・トップウェストリーグ総会（6 月 22 日ホテルクライト

ン新大阪、オンライン）、トップウェストリーグ資格審査会議（7 月 30 日、

関西協会）、トップウェストリーグ委員会（8 月 20 日関西協会、オンライ

ン）、トップウェストリーグルール説明会・ABC リーグマネジャー会議

（8 月 27 日関西協会、オンライン）、トップウェストリーグ委員会・トッ

プウェストリーグ懲罰会議（11 月 23 日関西協会、オンライン）、トップ

ウェストリーグ総務委員会（12 月 17 日関西協会）トップウェストリー

グ委員会（2 月 18 日関西協会、オンライン） 

 トップウェスト A リーグ（9 月 10 日～12 月 3 日）、トップウェスト B

リーグ（9 月 24 日～11 月 19 日）、トップウェスト C リーグ（9 月 24 日

～11 月 27 日）、BC 入替戦（12 月 3 日）、AB 入替戦（12 月 10 日） 

 

2022 トップウェストリーグ 

(1)2022 年度シーズンを迎えるにあたっては、コロナ禍影響が未だ止ま

ぬ中でのスタートとなるも、ほぼ従来のリーグ戦フォーミュラに戻し

ての開幕となった。チーム総数 24 チーム(スネイルズ脱会、三菱自動

車倉敷加盟)はかわらないが、リーグ編成は A9 チーム、B チーム、C8

チーム編成となった 

 

(2)シーズン突入前に今シーズンの成績において下記を取り決めた 

・シーズン開幕前にコロナ禍影響による活動中止などの理由により、予

めリーグ参加を辞退したチームは自動降格とする 

・リーグ戦途中途中での各試合棄権チームは自動降格とはしない 

・A リーグで最下位（9 位）になったチームは B リーグに自動降格とな

る 

・A リーグ 7 位・8 位、B リーグ 1 位・2 位及び 6 位・7 位、C リーグ 1

位・2 位は入替戦を行い、昇格・残留・降格が決まる 

・C リーグ 7 位・8 位はトップウェスト参入チャレンジマッチを勝ち抜

いたチームとトップウェストリーグ残留をかけた入替戦を行う場合が

ある 

(3)開幕後、コロナ禍影響などで B リーグ全 21 試合中棄権 12 試合、C リ

ーグ全 28 試合中棄権 9 試合が発生し、大変残念な結果となった。B リ

ーグ 1 位となった関西丸和においては、全ての試合が相手チーム棄権

による不戦勝となり、一度も戦わずして全勝優勝という前代未聞の状

態である。業務柄・会社意向など事情は察するが、錦の御旗「コロナ禍

影響」を努力せずして、簡単に掲げることに疑問を呈する。特に 2022

年度 B リーグに所属したチームにおいては、恥ずかしい事態であるこ

とを認識していただきたい。A リーグでは、全 36 試合中棄権試合は 0

であり、チーム全体の統制や健康管理、及びプレーの強化に努力してい

ることが感じられる。また、お互いにライバルとして切磋琢磨し、プレ

ーレベルも年々向上している。楽しみな、期待されるリーグとなってき

ている 
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(4)2022 年度シーズンも、2021 年度シーズンに引き続き、YouTube ライ

ブ配信とマッチレポート（A リーグ 11 試合）を関西協会 HP に掲載す

るなど、トップウェストリーグのプレゼンスを高めるべく仕掛けてい

る 

(5)2022 トップウェストリーグ成績 

・A リーグ（9 月 10 日～12 月 3 日） 1 位大阪府警察、2 位中部電力、

3 位 JR 西日本、4 位島津製作所、5 位 Daigas Struggers、6 位ユニチカ、

7 位豊田通商、8 位三菱自動車京都、9 位リコージャパン 9 位リコー

ジャパンは最下位により B リーグに降格、8 位三菱自動車京都は AB 入

替戦で敗北により B リーグに降格、7 位豊田通商は AB 入替戦で勝利

により A リーグに残留 

・B リーグ（9 月 24 日～11 月 9 日） 1 位関西丸和、2 位きんでん、3

位日本新薬、4 位 JR 東海、5 位大阪教員団、6 位三菱電機伊丹、7 位守

口門真消防組合 1 位関西丸和は AB 入替戦で勝利により A リーグに

昇格、2 位きんでんは AB 入替戦で敗北により B リーグに残留、7 位守

口門真消防組合は BC 入替戦で不戦敗により C リーグに降格、6 位三

菱電機伊丹は BC 入替戦で敗北により C リーグに降格 

・C リーグ（9 月 24 日～11 月 27 日） 1 位三菱自動車倉敷、2 位 MUFG、

3 位 K-POWERS、4 位大阪市消防局、5 位 KOMATSU、6 位善通寺自

衛隊、7 位川崎重工、8 位大阪市教職員 1 位三菱自動車倉敷は BC 入

替戦で不戦勝により B リーグに昇格、2 位 MUFG は BC 入替戦で勝利

により B リーグに昇格 

・トップウェストリーグ参入チャレンジマッチ、トップウェストリーグ

入替戦 なし 

 

(6)トップウェストリーグチームによるラグビー普及活動 

・2022 関西セブンズフェスティバル（4 月 17 日花園）社会人・クラブ・

一般の部に大阪府警察と中部電力が出場 優勝大阪府警察、準優勝中

部電力 

・島津ラグビー祭（6 月 19 日島津製作所）北稜高校・膳所高校ラグビー

クリニック（両校の試合実施） 

・相対的に 2022 年もコロナ禍影響を引きずっており、自グランド保有の

チームでもラグビーイベント開催できるチームが少なかった 

 

三地域社会人実施事業（会議・交流戦） 

(1)三地域社会人委員⾧会議・三地域交流試合構想(4 月 24 日日本協会) 

(2)三地域社会人リーグ順位決定戦概略（11 月 18 日関西協会、オンライ

ン） 

(3)三地域社会人リーグ順位決定戦運営要領（11 月 30 日関西協会、オン

ライン） 

(4)三地域社会人リーグ順位決定戦 

（第 1 節、12 月 11 日、ベスト電器） 

 ルリ―ロ福岡（TK1 位）22－36 大阪府警察（TW1 位） 

（第 2 節、12 月 24 日、東京ガス） 

 東京ガス（TE1 位）90－14 ルリ―ロ福岡（TK1 位） 

（第 3 節、1 月 7 日、JR 西日本神戸総合） 

 大阪府警察（TW1 位）19－27 東京ガス（TE1 位） 

 優勝東京ガス、2 位大阪府警察、3 位ルリ―ロ福岡 
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（総括） 

 三地域社会人委員会では、三地域相互の交流と各リーグの発展を狙い

12 月から 1 月にかけて三地域社会人リーグ順位決定戦を企画実施した。

小規模な交流試合であったが、他地域の力量を確かめることができたこ

とや実力伯仲した素晴らしい試合が展開されたことなど大いに成果はあ

ったと判断する。また、出場チームはもちろん出場できなかったチーム

のモチベーションも向上し、また三地域社会人リーグのプレゼンスを多

少なりとも高められたと思料する 

 

2023 年度トップウェストリーグ（予定） 

(1)2023 年度は、A リーグ(8)、B リーグ(8)、C リーグ(8)の 24 チームに

よる編成。3 リーグ制で、総当たりのリーグ戦を実施する。A リーグ 9

月 23 日～11 月 25 日、B リーグ 9 月 16 日～11 月 26 日、C リーグ 9

月 9 日～11 月 19 日、リーグ入替戦 12 月 9 日 

(2)2023 年度のシーズン成績により、A7 位、A8 位は B2 位、B1 位と入

替戦を行う。B7 位、B8 位は C2 位、C1 位と入替戦を行う。C リーグ

7 位・8 位はトップウェスト参入チャレンジマッチを勝ち抜いたチーム

とトップウェストリーグ残留をかけた入替戦を行う場合がある 

(3)2 回棄権をしたチームはシーズン中の得点に関係なく、最下位となっ

たうえで、自動降格となる。本来入替戦で戦うべき相手チームは入替戦

をせずに自動昇格とする。但し C リーグにおいては、上述の自動降格

（本リーグ離脱-府県協会戻り）はないが、トップウェスト参入チャレ

ンジマッチを勝ち抜いたチームとトップウェストリーグ残留をかけた

入替戦を行う場合がある 

 

2023 年度三地域社会人リーグ順位決定戦（予定） 

(1)2022 年度のフォーミュラを多少拡大して、試合を実施する 

(2)参加チーム 6 チーム トップイースト A1 位・2 位、トップウェスト

A1 位・2 位、トップキュウシュウ A1 位・2 位 

(3)有観客・無料試合、会場は上位チームの施設・グランドを予定 

(4)期待する効果 三地域リーグによる交流・切磋琢磨の促進、各リーグ

の発展促進、TK/TW/TK 全チームのモチベーションアップ・気運向上、

各チームの普及活動・強化促進。まずは定着させ、後に参加数を増加さ

せていき、最終の到達点は「社会人日本選手権大会」を目指す 

 

10.クラブ委員会 

（活動実績） 

 関西クラブ委員会府県ブロック⾧会議（6 月 11 日関西協会）、関西ク

ラブ委員会・近畿・関西クラブ大会（7 月 23 日関西協会）、第 34 回関西

クラブ大会（9 月 10 日～11 日美作)、近畿クラブリーグ（9 月～12 月各

府県）、東海社会人クラブリーグ（9 月～12 月各府県）、全国クラブ大会

中四国予選（5 月～10 月各府県）、関西学生クラブ選手権大会（9 月～11

月芦屋中央・神戸製鋼灘浜)、第 30 回全国クラブ大会 2 回戦（1 月 22 日

鶴見緑地）、第 30 回全国クラブ大会準決勝（2 月 5 日、瑞穂）、近畿クラ

ブ・東海社会人クラブリーグ入替戦（1 月～3 月各府県) 
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（総括） 

(1)6 月・7 月の委員会開催での第 34 回関西クラブ大会、各ブロックのリ

ーグ・大会の開催を決定しました。第 34 回関西クラブ大会は 22 府県

24 チームでの開催を予定しましたが、感染状況の影響もあり、14 府県

14 チームの参加となり、ブロックＡでは石川県・鶴来クラブの優勝と

なりました 

(2)近畿クラブリーグは全試合開催、東海社会人リーグ・中四国大会は棄

権試合はありましたが、予定通りの開催となり、全国クラブ大会には、

愛知教員クラブ（関西第 1 推薦、東海 1 位）・千里馬クラブ（関西第 2

推薦、近畿 1 位）・広島クラブ（関西第 3 推薦、中四国 1 位）・REDWING

（関西第 4 推薦/東海 2 位）が出場しました。千里馬クラブが決勝に進

みましたが、ハーキュリーズ（東京）に 0－19 で敗れ準優勝となりま

した 

(3)関西学生クラブ選手権は関西学院上ヶ原の優勝となり、東西学生クラ

ブ対抗試合に出場し、早稲田大学 GWRC57－5 関西学院上ヶ原となり

ました 

(4)各リーグ・大会は昨年度は感染状況下での開催中止・棄権試合があり

ましたが、2022 年度は概ね予定通りの開催となりました。関西クラブ

大会は成人の大会としましては唯一、22 府県参加可能な大会ですので

次年度は 22 府県参加での開催を目指します。シニアクラブも各府県で

の大会など活動は再開していますので、会員維持を考えて関西または

地域ブロックでの大会などを検討します 

 

 

 

11.大学委員会 

（活動実績） 

 関西大学春季トーナメント（5 月、京都産業大学・天理大学が両校優

勝）、第 1 回関西大学リーグ委員会（7 月 5 日関西協会、オンライン）、関

西大学リーグ総会（7 月 16 日近畿大学）、関西協会プレスカンファレン

ス（9 月 12 日、主将主務、ホテル京阪京橋）、関西大学リーグ戦（9 月～、

A リーグは京都産業大学が優勝）、第 2 回関西大学リーグ委員会（1 月 26

日ホテルクライトン江坂）、関西大学リーグベスト 15 表彰式（中止） 

（総括） 

 2022 年度は、関西大学春季トーナメント戦及び関西大学リーグ戦とも

にコロナウイルスの影響がまだ残る中での活動となりましたが、感染対

策に注意しながら無事に開催ができました。結果は、春季関西大学トー

ナメント戦では、京都産業大学と天理大学が決勝戦を行い、同点により

両校が優勝しました。大学リーグ戦は、9 月から通常通り開催され、A リ

ーグは京都産業大学が全勝で連覇を達成しました。東海リーグは、朝日

大学が昨年に続き優勝し、中国地区は環太平洋大学が勝ち進み、両校が

大学選手権出場をかけて戦った結果、環太平洋大学が大学選手権に初出

場しました。選手権では 2 回戦から出場し、福岡工業大学と対戦しまし

たが惜しくも敗戦しました。関西大学リーグからは、京産、天理、同志社

の 3 校が選手権に出場し、3 位の同志社は、3 回戦に勝利したものの優勝

した帝京大学に準々決勝で敗退しました。2 位の天理大学は、3 回戦で筑

波大学と対戦しましたが惜しくも敗退。残る 1 位の京産大は、順調にベ

スト 4 まで勝ち上がりましたが、早稲田大学に惜敗し決勝戦に進めませ

んでした。 
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 もう一つの全国大会である全国地区対抗大学ラグビー大会では、中四

国代表として 14 年ぶり出場の広島大学、東海北陸代表として中部大学、

そして近畿代表は 34 年ぶりに龍谷大学が出場しました。結果、広島大学

は 1 回戦、龍谷大学は体調不良による棄権でベスト 4 敗退となり、中部

大学は決勝まで進みましたが惜しくも優勝した東京学芸大学に敗戦し準

優勝となりました 

 

12.高専委員会 

（活動実績） 

第 53 回全国高等専門学校大会の開催 

 実行委員会（11 月 4 日神戸市立工業高専）、（12 月 9 日神戸ユニバー）

抽選会（11 月 26 日神戸市立工業高専）、代表者会議（1 月 3 日神戸市立

工業高専）開会式・試合・閉会式（1 月 4 日～9 日神戸ユニバー） 

（総括） 

 感染対策を実施し、有観客で実施。今大会も大きな事故もなく無事終

了した。高専委員会及び顧問会議を抽選会後に開催した。仙台高等専門

学校（東北第 1 代表）が津山工業高等専門学校（中国・四国第 1 代表）

に 38－7 で勝利し、仙台高等専門学校・名取キャンパスが優勝。仙台高

等専門学校の優勝は第 47 回大会以来 15 度目の優勝、津山工業高等専門

学校は初の決勝進出で準優勝となりました 

 

 

 

 

 

13.高校委員会 

 2022 年度は新型コロナ感染拡大防止が緩和され、高校委員会の事業は

コロナ前の事業を実施することができた。4 月、10 月と、高校委員会を

オンラインで 2 回行い、必要なことだけを短時間で済ませた。6 月には関

西少人数校大会を大阪体育大学ではできなかったが、摂南大学さんの協

力の下、宿舎をクライトン江坂とし何とか開催することができた。合同

チームの選手たちはしっかりコロナ感染防止につとめ頑張って試合を行

ってくれた 

 また、全国規模で開催される第 102 回全国高校大会は、有観客で実施

し、一人の感染者も出ることなく終了することができた 

 最後に、高校生にとってトップチームは全国大会、合同チームは少人

数校大会と目標があるが、何とか単独チームで頑張っている選手たちに

何か目標を持たせる試合などを企画する（選抜チームを結成して遠征を

する）こととコロナの影響か部員数が減るとともにチームが激減してい

るので再び部員数を増やすことが高校委員会の課題であると認識してい

る 

 

14.女子委員会 

（活動実績） 

(1)関西女子大学生フィオーレリーグ（4 月 17 日花園、関西セブンズと併

催） 

(2)第 25 回女子関西大会（11 月 20 日 JR 西日本鷹取、12 月 4 日神戸製

鋼灘浜、12 月 18 日スポーツの杜鈴鹿） 

(3)サニックスワールドユース交流大会女子セブンズ関西予選（3 月 18 日

～19 日追手門学院高等学校） 
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（総括） 

 昨年度開催できなかったフィオーレリーグを関西セブンズとの併催と

して実施することができた。今後も大学生チームの活躍の場を提供でき

るよう努めていきたい。また、全国女子選手権の関西予選として開催し

ている女子関西大会は今年度単独チーム 1 チーム、合同チーム 3 チーム

の計 4 チームによるリーグ戦方式で実施され、熱戦を繰り広げた。久し

ぶりの全試合有観客試合は関係者一同大変励みとなった 

 サニックス予選は今年度も追手門学院高校様にご協力いただき、選抜

された 4 チームによるリーグ戦を行うことができた 

 今年度も女子ラグビーの活動は関西協会 HP を利用しつつ動画配信や

試合のアーカイブ配信などを積極的に行った。2023 年度も関西女子ラグ

ビー発展のために魅力ある事業を企画立案し、情報発信にも努めてまい

りたいと存じます 

 

15.スケジュール調整委員会 

（活動実績） 

・スケジュール調整会議開催（4 回） 

 関西大学 A リーグ日程調整を実施（2021 年 11 月 30 日、2022 年 1 月

7 日、2 月 7 日、5 月 20 日、8 月 19 日） 

・開催会場 

 9 月 18 日花園、9 月 25 日エコパ・皇子山、10 月 2 日天理親里、10 月

9 日鶴見緑地、10 月 16 日皇子山、10 月 23 日親里、10 月 30 日宝が池、

11 月 6 日宝が池、11 月 13 日神戸ユニバー、11 月 19 日神戸ユニバー、

11 月 20 日たけびし、12 月 3 日花園 

 

（総括） 

(1)2022 年度シーズンは、コロナ禍ではあったが、2021 年度の経験と教

訓を生かしながら、また府県協会と医務委員会の協力をえながらの委

員会活動となった 

(2)関西大学 A リーグにおいては、2021 年末から大学委員会や府県協会

とグランド確保の調整を開始した。9 月 18 日から 12 月 3 日までのリ

ーグ戦の開催を計画し、全試合有観客での実施とした。各チーム・府県

協会が感染対策を徹底して臨み、無事リーグ戦が開催された 

(3)関西セブンズフェスティバルにおいては、会場を花園ラグビー場に移

すため 2021 年末から日程・会場調整と試合フォーマットの検討に入っ

た。2022 関西セブンズフェスティバルは、4 月 17 日花園での開催を計

画した。（大学の部）トーナメント方式（関西大学 A リーグ 8 チーム+

東海代表+中四国代表）、（社会人・クラブ・オープンの部）トーナメン

ト方式（トップウェスト 2 チーム、クラブ 3 チーム、公募 4 チーム、

開催地 1 チーム） 

 

16.広報委員会 

(1)委員会開催開催（8 月、3 月） 

(2)大学 A リーグの春季トーナメントから全試合と入替戦、トップウェス

トの主要な試合のマッチレポート作成と記者会見の運営を中心に付帯

するメディア対応を行った、特にマッチレポートのページビューが前

年度比で 116％と大きく伸びた 

(3)関西協会記者懇談会への派遣 コロナの影響で対面の懇談会が開催

できず、オンラインでの懇談会を開催した 

(4)広報委員会にマーケティング部門を設置し協賛企業の開拓を行った 
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(5)大学リーグ戦の会場でのプロモーション活動として、女子を対象とし

たラグビークリニックの開催（2 回） 

 

17.ツアー委員会 

 海外チーム受け入れ帯同業務が中心的な活動になるが、コロナの影響

で実現しなかった、しかしツアー委員のチーム帯同業務は非常に煩雑で

身体的にも厳しいので、今後は若いリエゾンを要請する必要があり、今

後は人材育成に注力したい 

 

18.ガバナンス委員会 

 9 月 8 日（関西協会組織図について・2023 年度関西協会役員について）、

10 月 14 日、24 日、11 月 11 日、30 日、12 月 26 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種大会など実施 

(1)サンコーインダストリーPresents 2022 関西セブンズフェスティバル 

大学の部、社会人・クラブ・オープンの部（4 月 17 日花園） 

(2)第 13 回関西一宮セブンズ（5 月 14 日～15 日一宮市光明寺公園） 

(3)U12 普及育成委員会 

（ミニ部門）第 15 回関西ミニジャンボリー交流大会（6 月 25 日～26 日

淡路佐野運動公園）、北陸ブロックミニラグビー交流大会（10 月 9 日福

井）ラグビーマガジンカップ関西ミニラグビー交流大会（10 月 29 日 J-

Green 堺）、第 15 回関西ミニジャンボリー交流大会追加開催（2 月 23 日

橿原） 

（タグ部門）第 9 回四国選抜タグ大会（9 月 10 日ビバスポルディア西条）

第 9 回関西小学生タグラグビークリスマス大会（12 月 17 日⾧浜ドーム）、

第 8 回北陸タグラグビーフェスタ勧進帳カップ（2 月 26 日小松ドーム）、

岡山ドームタグフェスタ（3 月 29 日岡山ドーム） 

(4)U15 普及育成委員会 

（中学・スクール部門）太陽生命カップ 2022 第 13 回全国中学生大会関

西地区予選（スクールの部）(6 月 18 日～19 日 J-green 堺)、第 43 回関

西中学生大会（7 月 29 日～31 日数河高原他）、第 24 回関西中学生ジャン

ボリー（7 月 29 日～31 日数河高原他）、第 26 回中四国ブロックジュニア

交流大会（9 月 24 日～25 日中電坂スポーツ他）、第 28 回全国ジュニア大

会スクール予選（11 月 19 日～20 日）、第 26 回中四国ブロックジュニア

交流会（U14、12 月 17 日～18 日徳島）、第 14 回関西スクールジュニア

新人交流大会（3 月 18 日～19 日淡路佐野運動公園） 
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（女子中学生部門）太陽生命カップ 2022 第 13 回全国中学生大会関西地

区予選（女子 7 人制の部）兼第 10 回関西女子中学生大会（6 月 18 日～

19 日天理親里）、第 8 回関西女子中学生春季大会（6 月 18 日～19 日天理

親里）、関西 U12 女子交流会（6 月 18 日～19 日天理親里）、第 28 回全国

ジュニア大会関西地区予選（10 月 15 日～16 日天理親里）、第 8 回関西女

子中学生秋季大会（10 月 15 日天理親里） 

(5)社会人委員会 

 トップウェストリーグ戦（9 月～11 月各地）、トップウェストリーグ入

替戦（12 月 JR 西日本）、三地域交流大会（12 月～1 月各地） 

(6)クラブ委員会 

 第 34 回関西クラブ大会（9 月 10 日～11 日美作）、第 30 回全国クラブ

大会ブロック予選（9 月～12 月各地）、北陸・東海・近畿・中国・四国各

リーグ戦（9 月～2 月各地）、関西学生クラブリーグ（9 月～10 月芦屋中

央） 

(7)大学委員会 

 関西大学春季トーナメント（5 月～7 月各地）、関西大学リーグ（9 月～

12 月各地）、北陸・東海・中国・四国各大学リーグ（9 月～11 月各地）、

第 59 回全国大学選手権大会（東海・北陸・中国・四国代表決定戦、11 月

12 日⾧良川球技メドウ） 

(8)高校委員会 

 第 20 回関西高校少人数校ラグビー交流大会（6 月 18 日、19 日摂南大

学）、各ブロック新人大会（2 月各地） 

 

 

 

(9)女子委員会 

 フィオーレリーグ（4 月 17 日花園）、第 25 回女子関西大会（11 月～12

月兵庫・三重）、サニックスワールドユース女子セブンズ関西予選会（3

月 18 日～19 日追手門学院高等学校） 

(10)地域内各種大会予選 

第 77 回国民体育大会（いちご一会とちぎ国体）地区予選 
地区 少年 

男子 

成年 

男子 

女子 実施日 府県 

北信越 1 1 1 8 月 20 日、21 日、27 日、28 日 福井 

東海 1 1 1 8 月 20 日、21 日 岐阜 

近畿 2 2 2 8 月 25 日、27 日 京都 

中国 1 1 1 8 月 25 日、27 日、28 日 広島 

四国 1 1 1 8 月 19 日、21 日 高知 

 第 102 回全国高校大会地区予選、第 53 回全国高専大会地区予選、第

73 回全国地区対抗大学大会地区予選、第 59 回全国大学選手権大会地区

予選、第 30 回全国クラブ大会地区予選、第 28 回全国ジュニア大会地区

予選、第 19 回全国小学生タグ大会地区予選、第 13 回全国中学生大会地

区予選 
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九州ラグビーフットボール協会 

 

1.レフリー委員会 

(1)各県委員⾧会議 

 6 月 11 日(オンライン)、12 月 3 日（福岡）、2 月 4 日（オンライン）、

副委員⾧会議２回（福岡） 

(2)レフリー研修会 

・九州地区トップレフリー研修会（7 月 31 日～8 月 2 日湯布院） 

・九州地区レフリー研修会（7 月 29 日～31 日久住） 

・九州地区 B 級レフリー認定講習会（8 月 12 日～14 日阿蘇） 

・三地域トップレフリー研修会（8 月 18 日～20 日菅平） 

(3)各県巡回指導研修会（1 月～3 月各県） 

(4)レフリー研修会講師派遣（６～７回各県） 

(5)レフリー派遣（通年、各地） 

(6)レフリーコーチ及び評価（通年、各地） 

(7)コーチ・アセッサー研修会（日本協会エデュケーター認定講習会、12

月 3 日～4 日福岡） 

(8)レフリー評価委員会（3 月 21 日福岡） 

(9)九州アカデミー研修（通年、各地） 

(10)女子レフリー研修会 

・東日本ジャンボリー大会・研修会（7 月菅平、派遣なし) 

・全国女子ラグビー大会マッチオフィシャル参加（通年、各地） 

・女子集合研修（2 月 12 日沖縄） 

(11)海外交流（11 月ロンドン、中止） 

 

2.社会人委員会 

(1)第 58 回九州セブンズ大会（木元杯全九州７人制）（4 月八代、中止) 

(2)第 40 回九州地区国民体育大会（成年の部）（8 月 26 日～28 日熊本） 

(3)トップキュウシュウリーグ戦（9 月～11 月各地） 

(4)トップキュウシュウリーグ順位決定戦（11 月各地） 

(5)トップキュウシュウリーグ入替戦（12 月各地） 

(6)三地域社会人リーグ順位決定戦（12 月各地） 

(7)トップキュウシュウリーグ主務者会議（９月オンライン） 

 

3.クラブ委員会  

(1)各県クラブ委員⾧会議第１回（7 月 2 日福岡）、第２回（11 月 19 日佐

賀）総務委員会（6 月、8 月、10 月、１月福岡） 

(2)第 41 回九州惑大会（6 月 4 日～5 日福岡） 

(3)第 18 回九州トップクラブリーグ戦（9 月～12 月各地） 1 位福岡か

ぶと虫クラブ、2 位川南クラブ、3 位大分クラブ、4 位やんばるクラブ、

5 位玄海タンガロア、6 位帆柱クラブ、7 位玖珠クラブ、8 位熊本サン

デーズクラブ、9 位甲南クラブ、10 位おたくさクラブ（甲南クラブ、

おたくさクラブは自動降格、玖珠クラブ、熊本サンデーズは入替戦） 

(4)第 48 回全九州クラブ・実業団大会（11 月 18 日～20 日佐賀）、決勝戦

（12 月 11 日佐賀） 

(5)九州トップクラブ入替戦（1 月 15 日大分・熊本） 玖珠クラブ（KTCL

７位）対福岡名島 BULLS（クラブ実業団２位）、熊本サンデーズ（KTCL

８位）対コザクラブ（クラブ実業団１位） 

(6)第 30 回全国クラブ大会（１回戦 1 月 7 日久留米市、２回戦 1 月 21 日

久留米市、準決勝 2 月 5 日愛知、決勝戦 2 月 19 日埼玉） 
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(7)第３回おきなわ惑フェスティバル（2 月 25 日沖縄、中止）順延した第

40 回九州惑大会記念大会 

 

4.大学委員会 

(1)会議及び講習会 

 大学委員⾧会議（第 1 回 6 月 21 日、第 2 回 8 月 22 日、第 3 回 9 月 5

日、第 2 回，第 3 回は主務会議も同時開催） 

 普及指導講習会（3 月～9 月各県、上期開催なし） 

(2)第 61 回九州商経大学大会（6 月大分、開催なし）商経大会は廃止、今

後は別名の大会にリニューアル 

(3)第 30 回九州学生リーグ戦（9 月～11 月福岡他）名称変更 九州学生

ラグビーリーグ 

 

 九州学生リーグ最終順位 
来年度 順位 リーグ

戦順位 

大学名 備考 

リーグ

A 

1 位 A１位 福岡工業 大学選手権出場 

2 位 A2 位 九州共立  

3 位 A3 位 鹿児島  

4 位 A4 位 福岡  

5 位 A5 位 日本文理 全国地区対抗出場 

6 位 A6 位 西南学院 全国地区対抗出場次点 

リーグ

Ｂ 

7 位 B1 位 九州  

8 位 B2 位 熊本  

9 位 B3 位 志學館  

10 位 B4 位 宮崎  

11 位 B5 位 大分  

12 位 C1 位 沖縄国際  

リーグ

Ｃ 

13 位 B6 位 ⾧崎  

14 位 C2 位 名桜  

15 位 C3 位 立命館アジア太平洋  

16 位 C4 位 九州産業  

17 位 C5 位 琉球  

18 位 D1 位 九州工業  

リーグ

Ｄ 

19 位 D2 位 佐賀  

20 位 D3 位 久留米  

21 位 D4 位 北九州市立  

22 位 D5 位 久留米大学医学部  

23 位 D6 位 九州大学医学部  

 

(4)九州学生リーグジュニア戦（9 月～11 月福岡他） 1 位福岡工業大、

2 位九州共立大、3 位福岡大、4 位日本文理大学 

(5)第 59 回全国大学選手権（11 月～12 月、福岡他） 

 1 回戦福岡工業大学 57－0 八戸大学（11 月 19 日ミクニワールド） 

 2 回戦福岡工業大学 31－25IPU 環太平洋大学（11 月 27 日瑞穂） 

 3 回戦福岡工業大学 17－62 同志社大学（12 月 12 日花園） 

 

5.高専委員会 

(1)第 30 回九州高専チームリーダー講習会（3 月 28 日オンライン） 

(2)第 30 回九州高専新人大会（5 月各県、中止） 

(3)九州高専委員⾧会議（11 月各県） 

(4)第 57 回九州地区高専大会（11 月各県） 優勝久留米高専，準優勝佐

世保高専 
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6.高校委員会 

(1)サニックス 2022 ワールドユース交流大会（4 月 28 日～5 月 5 日福岡） 

 予定通り国内 12 チーム実施されたが、新型コロナ感染症の影響で 4 チ

ームが途中辞退。そのため、順位決定トーナメント（1 位～8 位）4 試合

と順位決定リーグ（9 位～12 位）5 試合が中止となった。 

(2)第 12 回全国高等学校女子合同大会 九州代表選考会（5 月 22 日福岡） 

 新型コロナ感染症の影響で 21 日・22 日２日間開催予定を１日で実施 

(3)第 75 回全九州高等学校大会（九州高体連主催）（6 月 17 日～21 日⾧

崎） 

(4)九州高体連ラグビー専門部委員⾧会議（6 月 18 日⾧崎） 

(5)九州高校強化委員会（6 月 18 日⾧崎） 

(6)U17 九州代表選考合宿（7 月 2 日～4 日湯布院） 

(7)U16 九州ブロックトレセン（7 月 2 日～4 日湯布院） 

(8)第 12 回全国高等学校女子合同大会 九州代表強化合宿（7 月 9 日～10

日福岡） 

(9)第 42 回九州地区国民体育大会（8 月 26 日～28 日熊本） 

(10)第 4 回九州高校 U18 女子セブンズ大会（9 月 17 日～18 日福岡） 

 台風の影響で２チーム辞退。そのため 17 日の１日開催とした 

(11)第 102 回全国高校選手権大会各県予選（10 月～各県） 

(12)第 14 回Ｕ16・Ｕ17 九州交流会（12 月 3 日～4 日福岡） 

(13)サニックス 2023 ワールドユース交流大会予選会（1 月 1 日～5 日福

岡） 

(14)第 45 回木元杯全九州高校新人大会（2 月 10 日～15 日沖縄） 

(15)第 10 回九州高等学校選抜女子セブンズ大会（2 月 12 日沖縄） 

(16)九州高校委員会及び強化委員会（2 月 11 日沖縄） 

(17)2023TID ユースキャンプ西日本トレセン（九州・中国・四国）（3 月

3 日～5 日山口） 

(18)次年度Ｕ17 九州代表候補合宿（3 月 4 日～6 日湯布院） 

(19)第 24 回九州高校 10 人制大会（3 月 17 日～19 日福岡） 

 

7.コーチ委員会 

(1)各県委員⾧会議（5 月 22 日、10 月 30 日オンライン） 

(2)日本協会コーチカンファレンス（旧トップチームコーチ会議）（9 月 19

日～10 月 10 日オンライン） 

(3)S 級コーチ養成講習会（前期 6 月 27 日～7 月 1 日熊谷、後期 11 月 2

日～5 日熊谷） 

(4)A 級コーチ養成講習会 九州協会（7 月 27 日～31 日福岡）、関東協会

（7 月 13 日～17 日埼玉）、関西協会（7 月 20 日～24 日関西）、自己推薦

（6 月 8 日～12 日埼玉） 

(5)トップアスリート推薦者講習会（6 月 15 日～19 日埼玉） 

(6)B 級（旧育成）コーチ養成講習会（12 月 23 日～25 日福岡、9 月 8 日

～11 日埼玉、11 月 17 日～20 日大阪、12 月 15 日～18 日愛知、10 月

9 日～12 日⾧野） 

(7)C 級コーチ認定講習会（7 月 3 日熊本、2 月 4 日福岡、2 月 5 日佐賀、

2 月 5 日宮崎、2 月 25 日大分、2 月 26 日沖縄、日本協会女性限定講習

会 2 月 11 日福岡） 

(8)新スタートコーチ養成講習会（随時、オンライン） 
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8.中学委員会 

(1)第 1 回各県委員⾧会議（4 月 2 日福岡） 

(2)第 44 回新島杯九州ジュニアラグビー大会（7 月 29 日～31 日鯛生） 

(3)第 5 回九州女子中学生ラグビー大会（7 月 30 日～31 日鯛生） 

(4)第 2 回各県委員⾧会議（7 月 30 日鯛生） 

(5)第 35 回新島旗九州中学校ラグビー大会（7 月 31 日～8 月 2 日鯛生） 

(6)第 23 回ジュニアラグビー九州ブロック大会（男子・女子）（10 月 8 日

～10 日熊本） 

(7)第 3 回各県委員⾧会議（10 月 9 日熊本） 

(8)九州ジュニアインストラクター会議（10 月 8 日～9 日熊本） 

(9)第 24 回九州ジュニアラグビー福岡ジャンボリー（1 月 21 日～22 日福

岡） 

(10)第 24 回九州ジュニアラグビー大分ジャンボリー（2 月 18 日～19 日

大分） 

(11)ジュニアラグビー指導者講習会（随時、各県） 

 

9.普及育成委員会 

(1)会議・研修会 

・普及育成担当者研修会委員会（5 月 14 日～15 日福岡） 

・タグ部門⾧会議（兼全国タグラグビー打合せ）中止 

・ラグビースクールプロモーション講習会（3 月 19 日福岡） 

・タグラグビーエディケーター講習会（10 月 30 日鹿児島） 

・九州 MRR 認定講習会（10 月 8 日～9 日鹿児島） 

(2)ミニラグビー 

・第 49 回九州少年ラグビー交歓会（10 月 8 日～9 日鹿児島） 

・第 23 回西九州ブロック交流大会（6 月 5 日福岡） 

・第 23 回東九州ブロック交流大会（11 月 6 日宮崎） 

・第 23 回南九州ブロック交流大会（12 月 18 日鹿児島） 

・第 15 回沖縄県ブロック交流大会（2 月 25 日沖縄）  

・第 11 回トライドリームカップ（11 月 25 日～27 日⾧崎） 

・九州女子ミニラグビー交流会（1 月 15 日佐賀） 

(3)タグラグビー 

・九州タグフェスタ（9 月 11 日熊本） 

・パナソニックタグフェスタ（中止） 

・タグラグビーティーチャー研修会（随時、各県） 

・第 17 回九州女子タグラグビー大会（1 月 15 日佐賀） 

・第 19 回全国小学生タグラグビー大会予選 沖縄予選大会（12 月 18 日

沖縄）、九州ブロック予選大会（1 月 22 日大分） 

 

10.安全対策委員会 

(1)高専リーダー講習会にて研修会（4 月熊本、実施なし） 

(2)安全・インテグリティ推進講習会（3 月～5 月オンライン） 

(3)セーフティーアシスタント認定講習会（4 月～7 月オンライン） 

(4)2023 年度安全・インテグリティ推進伝達講習会（1 月オンライン） 

(5)2023 年度九州協会スケジュール会議において研修会（2 月 23 日オン

ライン） 

(6)九州メディカル・安全対策委員会合同総会（委員⾧会議）（3 月 4 日福

岡） 
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11.強化・セレコン委員会 

(1)第 58 回九州セブンズ（木元杯全九州 ７人制）大会（4 月 10 日～11

日八代、中止） 

(2)大学生合同練習指導(6 月・9 月熊本、中止) 

(3)トップキュウシュウリーグＡ、九州学生リーグ視察（中止） 

(4)強化・セレコン委員会（九州代表セレクト会議）（中止） 

(5)三地域強化委員⾧会議（中止） 

(6)九州アイランド７‘S（7 月福岡、中止） 

 

12.総務委員会 

(1)会員名簿の作成（8 月） 

(2)主要スケジュール、メンバー表の作成、配布（随時） 

(3)九州及び各県公式記録の編集のデータ化 

 全ての公式記録をデータで集約することが出来なかった。各委員会で

環境条件が違うため、環境整備を行うことが今後の課題である 

 

13.広報委員会 

(1)日本協会機関誌への投稿記事作成（年 4 回） 

(2)九州協会公式ホームページ、SNS などでの情報発信（随時） 

(3)九州エリアメディアカンファレンス開催（12 月福岡） コロナ禍であ

るため中止とした。リーグワンにおいて、チーム主体での開催となって

おり、以降の開催はしないこととした 

(4)主要大会の LIVE 配信（随時） 広報で主体的には行わなかったが、

マーケティング委員会などによる実施の際は事前に実施内容を確認し、

メディアへの告知などを行い、ファンサービスに努めた 

(5)各県広報委員⾧会議（11 月福岡） コロナ禍を考慮し、前年に引き続

き理事会後速やかにオンラインで実施し、会議内容の共有を行った。ま

た、各県での悩みごとや、機関紙への投稿などについて、意見交換を行

い、以降の円滑な事業遂行に寄与した 

(6)メディアへの情報発信、情報交換（随時） 

(7)報道機関への大会など開催及び結果リリース（随時） 

 

14.メディカル委員会 

(1)公式戦マッチドクター派遣（通年各県） 

(2)九州メディカル総務委員会（9 月 4 日福岡、3 月 4 日福岡） 

(3)九州協会メディカル委員会・安全対策委員会合同総会（3 月 4 日福岡） 

(4)日本代表チーム帯同医師派遣への協力（合宿時メディカルサポート、

随時） 

(5)リーグワンメディカルコントロール（随時） 

(6)ワールドラグビーメディカル資格講習会（開催なし）PHICIS として

年 10 月 1 日～2 日開催（福岡）講師派遣 

(7)新型コロナウイルス感染防止対策アドバイス（随時） 

(8)医療器具新規購入・器具修理 メディカルキャリーケース購入 

(9)マッチデイドクター講習会（10 月 7 日福岡） 
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15.女子委員会 

(1)女子委員⾧会議（12 月 4 日熊本）国内 8 チームにより実施 

(2)サニックスワールドユース女子セブンズ大会（4 月福岡、中止） 

(3)南部九州女子交流大会（7 月 16 日鹿児島） 

(4)北部九州女子交流大会（6 月 12 日佐賀） 

(5)第 12 回九州ガールズフェスタ（12 月 4 日熊本） 

(6)サニックスガールズセブンズキャンプ（3 月 11 日～12 日福岡） 

(7)九州ウィメンズセブンズ（2 月 11 日～12 日福岡） 

 

16.マーケティング委員会（随時） 

(1)賛助会員募集強化策の検討・実施（福岡） 

(2)スクラム組もうぜ九州の施策の実施（福岡） 

(3)九州協会公式ホームページ、SNS の活用（福岡） 

(4)マーケティング委員会の会議開催（福岡） 

(5)メディアとの意見交換会 

 

17 登録者傷害見舞金運営委員会 

(1)登録管理 

・各県各月登録状況管理（随時） 

・登録費入出金管理（随時） 

・登録費決算管理（4 月） 

・登録関連資料作成（随時） 

(2)傷害見舞金管理 

・傷害報告受付管理（随時） 

・傷害見舞審査会開催（毎月） 

・傷害見舞金払出管理（毎月） 

・傷害見舞金決算管理（4 月） 

・傷害見舞関連資料作成管理（随時） 

 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


